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はじめに

本報告書は海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)のプロジェクト･ファインデ

イング･チームによって1991年7月27日-8月16日までの調査を取越めたものである.

ブラジル国トカンチンス州,バイア州農業開発実証試験計画

パラグアイ国東都南西地域農業開発計画

ブラジル国トカンテンス州は1989年にゴイアス州から分離独立した新しい州であり､農

業,畜産を主産業としているが,開発が遅れている地域である｡当州はトカンチンス川が

南北に流れ､東西に区分されている｡また,バイア州はサンフランシスコ川の上流域に拡

がり､ブラジル国でも農業､畜産業の比較的発達している州である｡しかし,ブラジル国

の農業は中西部,東北部の広域面積が農業に利用されているが,上記の2大河川の支流に

おいても水資源が豊富に恵れていながら,その利用率はきわめて少い.そのため､農業経

営上も作物は低収量である｡そのため､かんがい農業の開発がきわめて重要な役部を担っ

ている｡近時,ピボ,セントラルかんがいが一部導入されているが､経済的にみてその効

率性は低い｡そのため,かんがい農業の方法,経済効率,適正作物の実証試験を実施する

必要性がきわめて重要である｡そのため､豊富な水資源を利用した,かんがい農業の確立

と共に,周年作物作付体系の実証試験を提案したい｡

一方､パラグアイ国は内陸国であり,ブラジル､ボリビア､アルゼンチンに接し,アル

ゼンチン国境の東部南西部は大部分が湿地であるc とくにミシオネス,ニエンブク地域は

湛水状態になり､一部分のみ放牧地として利用している現況である｡しかし,一部地形に

より湛水しない部分もあり,これらの土地利用開発を主とした農業開発計画の立案と共に､

同時に安定した農業経営の導入の可能性を試みる試験圏葛の設置が必要である.それゆえ､

当地域は稲作も可能であり､これらを含めた作物の作付体系,機械化導入を含めた実証試

験を提案したい｡

今回の謝査にあたって､ブラジル囲およびパラグアイ国の両政府の関係機関､およぴ日

本大使飽に有益な資料,情報を提供して頂いた｡また,ブラジル国のカンポ社には多々御

援助をして頂いた｡ここに厚く感謝の意を表する次第であるo

1991年9月 ADCA調査団員

団長 松野 正

山口 雅弘

池 盛孝



国 名 ブラジル 案件島
トカンチンス州､バイア州

農業開発実証試験計画

地区名 トカンチンス州 - (タイパス地区) , バイア州 - (バレイラス地区)

相手国撞当機関 農務農地改革省

1.事業の背景

トカンチンス州,バイア州は首都ブラジリアの北部に位置し､首都ブラジリアから車で6

-10時間の距離である｡両州ともに大部分がセラード地域に含まれ,今後の開発が期待され

る地域である｡

現在,ブラジル政府としては,農業開発を進めるにあたって､適正な営農規模,荘耽の導

入､作物の多様化等,農業の経営形愚を模索しているところであり,合わせて環境の保全に

ついても充分考慮しているo

本事業は,比較的河川流量が豊かな両州において,上記の問題を検討し.実証試験を通し

て,特に中頼模農家を対象とした普及可能な農家経営モデルを立案するものである｡

2.事業概要

両地区に対して､圃考課定に伴う以下の調査が必要であるc

l)気象水文

2)地形,地質,土壌

3)取水､溜池を含めた推耽計画

4)農作物栽培調査

5)市場流通謝査

6)農家経営形態調査

7)弛形謝量

8)事業評価
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国 名 パラグアイ 案件名
パラグアイ国東都南西地域

開発計画

地区名 ミシオネス･ニェンブク県

相手国担当機関 農牧省

1.事業の背景

パラグアイ国農牧省は､小農･土地なし農民への対策,作物の多様化,環境保全,農民組

織の支援､という4項目に重点を置いた農業政策を進めている｡このなかで,東部の丘陵地

や,西部の乾燥地域の開発とともに,東部南西地域の湿地開発が今後の課題となっている｡

ミシオネ･ニェンブク県は,東部南西地域に位置し,首都アスンシオンからは距離的に近

いにもかかわらず,通年もしくは雨期の湿地が多く､道路等のインフラストラクチャーも整

備されておらず,生活水準の遅れた地域となっている｡このため,土地なし農民や小農民へ

の対策を含めて,両県の今後の開発戦略の一環として農業開発を基本としたマスタープラン

の実施が期待されている｡

2.事業概要

土地なし農民や小農民ヘの対策を中心に検討するものであり,計画謝査の内容は次に示す

通り｡

-農牧境野発計画

一大規模農葛の集約化に関する調査

-湿地帯における農地開発計画

一社会イ■ンフラ整備計画

また,先がけて潅水防除と共にそれに対応できる約1000ha規模で農業経営における実証試

験を実施する｡
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域 名 パラグアイ 案件島
パラグアイ幽鬼仰向西地域
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常

ブラジル タイパス地区

一時期,日系人の所有した農園｡今は利用されておらず､
センターピボット形式の散水機が残されている｡



島

ブラジル トカンテンス パラメラス川の乾期の状況



鳥

パラグアイ イタブア県

土地無し農民や小農民の移民先として､山村部から開壁

されており､無秩序な中森林の伐採が進んでいる｡



ゝ■'

買●
′･う

パラグアイ ミシオネス県

サンイグナシオよりイタブアヘと向かう道｡

この付近より湛水状態が始まる｡
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序　文

現地写真

1．ブラジル国

トカンチンス州、バイア州農業開発実証試験計画

ブラジル国の一般概況

1．1　プロジェクトの背景

1．2　トカンチンスの概況

1．3　バイア州の概況

1．4　総　　括

2．パラグアイ国

ミシオネス州、ニェンブク州地域間発計画

パラグアイ国の一般概況

2
　
　
2
　
　
2
　
　
2

1　プロジェクトの背景

2　農業概況

3　対象地域の概況

4　総　　括

3．参考資料

3．1　調査団の経歴

3．2　調査日程表

3．3　面会者名簿

3．4　収集資料リスト

3．5　提出報告書

・ブラ　ジル（原文）

・パラグアイ（原文）



1

.ブラジル国
ト カンチンス州,バイ ア州農業開発実証試験計画



ブラジル国の一般概況

1.公式国名

2.国 土

行政区分

3.人 口

4.言 語

5.宗 教

ブラジル国

8,51 1,965k丘(日本の22.5倍)

26州, 1連邦地区

1億5,005万1,784人(1989年7月1日推定値)

公用語 ポルトガル語

ローマカトリック 8g.0%

プロテスタント 6.6%

6.気 候 熱帯性-温帯まで地域において異なる

7.日系人数 : 52万9,3ユ 0人(1986年1 0月ユ日項在)

資料:ジェトロ貿易市場シリーズ｢ブラジル+ 1991

- 1 -



1. 1 プロジェクトの背景

ブラジル国は面頼としては南アメリカ大陸のほぼ大半を占める約851万hJの面積を

もち､北は赤道から南は南回帰線を越えて南緯33o 45′ に至り､南北4,320血､東西

はペルーの国境の南緯73o 59′ から,大西洋に接する酉径34o 49′ までの4,328knの

拡りをもっており,農地面積は約37.64haである｡ニれらの自然条件については多く

の報告書があるc また､産業としての農業がきわめて重要な位置を占めていることは

論を待たない｡しかし,自然条件,気象条件,土壌条件が国土が広いためいろいろ異

つている｡すなわち,北部のアマゾン川流域は熱帯雨林で国土の40%を占め､北東部

は潅木地帯でいわゆるセラード地域である｡中央部以南,特に大西洋側は豊富な柴源

を背景に総人口の約半数が居住し,気象条件はアマゾン流域は熱帯で北部は乾燥地帯､

中央部は亜熱帯,南部は温帯と大きく区分される｡また､農家経営規模も大､申,小

親模に区分されており,その農場用模EIJ,農葛数は義一1のようである｡

これらのうち農家経営も牧畜農業,穀物農業,花弁囲芸農業に大別される｡この中

農業経営が鐘済上うまくいっているのは放救を主休としている粗放農業の大規模農家

と都市近郊を中心として花弁園芸の集約農業を営んでいる小規模農家である｡中規模

農家の10-100haは農家戸数は50%以上を占めているが,これらは穀物農業を主体と

し,主に小麦,トウモロコシ,大豆､米,フエジェン,花井を栽培しており,一部サ

トウキピ,落花生を栽培しているo また,自然条件に恵まれた地域では商品作物とし

てコーヒー,コショウ,ジュートを栽培しており,それらはブラジル国としては主要

命出産晶となっている｡ブラジル国としても外貨獲得のために農産物は重要であり,

総輸出額の25%以上を占めているQ 一方､小麦の自給率は50%台であり,嶺入に依存

しているのは農産物で約5%を占めている(表2-4参照)
｡このような農業現況の

申で,一番収益の少ないのは中規模農家であり､穀物栽培主体の農家経営を営んでい

る農家居である.

一方,ブラジル国の農業をマクロ的視野からみると､農業に対しての水架源利用に

対する認識がきわめて少い｡一部ブラジルの南部においてかんがい農業施設があるの

みであり,大きなかんがい施設はきわめて少い｡耕地面積に対するかんがい面頼は約

3%である｡

国際的たみて先進国の農業の耕面積のかんがい面掛ま表-5のようであり,ブラジ

ルにおけるかんがい面積が少いのがわかるD また,大規模かんがいダム,多目的ダム

もきわめて少い｡近時セントラルヒボ方式かんがいが普及してきているが,水利用効

率面からみて必ずしも最効率のものとは考えられない｡また,経済的視点からみても

同様である｡これは穀物農業の国際価格が低いために,かんがい施設に投梁すること

が経済効率を著しく悪くしているためでもあろう｡

-2
-



ブラジル国のかんがい技梢の普及は一般化されていないか,そのかんがい可能面凍

は表-6のようであり､現在使用されている渡波方式および対象作物のデータが表1

7のように明記されている｡

PRON I計画案では1991年まで300万haのかんがい設備が計画されている｡かん

がい面積は増大しておリ,囲-1のように急速に伸びているが､今のところ大規模の

ダム型式の計画はなく､小規模スケールの計画のみであり､それも近時ヒポ･セント

ラル方式が普及しておるが､これが経済的に必ずしも妥当性を持っているか模索の状

態である｡

1. 2 トカンチンス州の概況

トカンチンス州はブラジル国の中央部に位置し, 1989年1月1日にゴイヤス州より

独立した州であり,トカンチンス州の河川は当州とマット･グロツツ州との境界とし

て西側を南北に流れるアラグライ川(延長約1,200血)と州中央部を流れるトカンチ

ンス川(延長約1,600血)が代表される｡今回の対象地域のトカンテンス川の流域は

ゴイヤス州であり,ブラジリアを中心とした連邦地区周辺のコレタージェ高原の標高

約1,000mにある｡

トカンチンス川の主な支流はアルスス川(延長約250血),パラナン川(延長500kn),

マヌエル･アルベヌ川(延長約250kD)
,ソ-ノ川(延長約350kn)があリ,各河川に

は更に多くの支流がある｡

今回の調査地点はパラナン川の支流であり,年平均流量は570m3/s (1988) (鉱山,

動力省,電気エネルギー局実科)である｡

気象条件

ポート･ナシタナルでは平均気温25.8℃最低気温20.0℃､最高気温33.0℃,湿度

は平均74.00/.,降雨量は年1,662.2mmであるが,乾期は5月-9月まで,雨期は10月

から4月迄であり,蒸発散量は最高月203.1m皿(8月)であリ､最低は46.4nm (2月)

で,年1,209.2mである｡

位置及び面積

南緯5o■10′ -13′
,西径46o

-51o に位置し,総面積286.944m'､全国土面積の

3.37%に相当する｡

植生･土壌

謝査地点の丘陵地はセラード植生であるが, JE(に近づくと植生の兼茂が旺盛になる

が,最高樹木でも20m3を越えない｡

-3-



低地はトックン､ムルチ等が目立ち､自生のカシューもあるD 土壌は赤茶色ラトゾ

ルが多いが､調査地は一部沖積地が発達している｡

社会､経済条件

1988年における州内総人口は980,580人と推定される｡ (1989年8月州政府公表)

道路事情は国道,州道及び郡道を合せて, 1986年に延35,814.8血となったが,舗装

道路は1,086.1血(3%)に過ぎない｡

農業耗祝

当州の主な産業は農業･牧畜業であり､これらの従事人口は総人口の66%を占めて

いる｡主な作物はトウモロコシ,大豆､米であり､これらが農業生産物の全体の70%

を占めている.この各々の耕地面横,生産量,単収は義一8, 9に示すとおりである｡

米と大豆についてかんがいを実施している地域があるが,これはトカンチンス川とア

ラグアイ川の間に位置があるフォルモソ川とプラコ川流域の間にあるフォルモーソ地

域であり,現在､大規模かんがい農業を実施している｡そのため､単位面積当りの収

量もきわめて高く,約4.5t/haもあげている｡当地区では米と稲の年2毛作の栽培を

している｡しかし､近時,部分的地域でヒボ･セントラルのかんがいが導入されてお

り,増収量を期待されているo

牧畜業もさかんであり, 1987年の商品流通税の34%を占め,農業部門の19%と較べ,

きわめて重要な産業であるが,粗放的放牧経営であるためと､敵賀と税捗恩典がある

ためであり,農民自身にプラスの効果をあげているわけではない｡ (義一8-9参照)

経営競模別の農葛についてみると, 10-100haが約36%, 100-1,000haが釣50%と

当州の大部分を占め,如何に粗放的経営であるかがわかる｡ (義一10)

1. 3 バイア州の概況

当州はサンフランスシス川流域の561,056kdの面積をもち,全ブラジル面積の6.6%

を占めている.当粛査地域であるバイア州の西南部地域についてみることにする｡

当地域はトカンチンス州の牧畜業を中心とする農業ではなく,農作物は主とする農

業構造であり､栽培作物も1年生から多年生の多種日にわたって栽培されている｡

粛査対義はブラジル中央高原に広がるセラード地帯の東端射であり､腐生はカーチ

ンガ(Caatinga)と呼ばれ,半乾燥地帯であるo 当地域は南北に走るゴイアス山脈を

分水嶺として,その東側に拡がる標高700-800mの広大な台地で束西の勾簡1/1,000

の極めて平担な地形である｡

植生はセラードでも潅木の少ないカンボス-ジョ(Ca叩O Stljo)に属し,種木の高

さも低い｡
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気象条件をみると､気温は年平均気温が23℃前後で,乾期に低く,雨細に高い傾向

にあるが､その差は大きくない｡

降水量は1,500mm前後であるが,年による変動は大きく1,000-2,000mの間で変わ

る｡雨期(10月-4月)と乾期(5月-9月)が明瞭に分かれており､また両期間に

べラニコ(Veranieo)と呼ばれる小乾期が発生し,作物の生育に大きな影響を与える｡

気候分類らみるとAW,サバンナ型熱帯気候に属する｡

熱帯地域の土壌は沖凍土と赤色ラトドソに分類されるが肥沃度は低い｡

蘭査地域は,サンフランシスコ川の支流に当るフエメアス川流域である｡当川の

流域面積は12,900kdであり,きわめて広く,平均流速は1.10m/s,流頼63.Onl,流量

69.3m3/s､比流量0.89rrF/s, 100m3である｡フエメアス川の乾期と雨期の水位の差は

25cmであった｡

農業概況についてみると,パイア州の総人口(1980年)の9,473,000人のうち農村

部に4,807,000人が住み,農業人口は2,657,497人である｡農葛数は638,871人であり､

地主は545,303人で28,456,260haを所有し,自作農は11,871農場で148,911baの耕地を

有している｡生産物の比率をみると砂糖キビ20%,ココア17%､キヤサバ17%,大豆

15%,フエイジョン豆5%であり,陸稲は2%に過ぎない(義一11参照)
｡栽培作物

も多様であり,そのため､農業がきわめて重要な産業となっているが､粛査対象地域

の西南部はセラード地帯であり､その生産性はきわめて低い｡その対策が必要である｡

当州はプロセデールⅡの対象地域にあり, 1989年の当評価報告書ではプロジェクト

の経済評価で内部収益率は高価格,高収量の条件では17.6%､低価格,低収量の場合

は11.4%であったと評価されている｡但し､この経済評価は土地購入代金を含めない

という前提にたっている｡
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1. 4 総 括

木蘭査はかんがい農業を実証試験により､より効率のよい方法,最適作物俸系を探

索することを目的としている｡

ブラジル国のかんがい耕地が世界でもきわめて少いことは既に述べた｡これは水田

稲作農業経営を主とするアジアと栽培作物を異にするが,穀物主体とするヨーロッパ,

アメリカに比しても少いことは義一12にみるごとくである｡

その増加率も南アメリカはきわめて少い｡かんがいによる効果をみると次のような

ことがいえる｡

1)雨期,乾期の天候に影響をうけず,安定した作物栽培が可能である｡

2)周年栽培のため作物によっては1年3作, 2年5作の輪作体系が確立される｡

3)多年性作物に対しても収量の増加が可能である｡

(例えばコーヒー等はきわめて多収になる)

4)周年栽培により作物の多様性が可能となる.

5)雨期の発生によりベラニコによる減収を克服できる｡

6)機械化栽培により機械の稼働率が高くなる｡

7)これらのことから高収量の集約的栽培が可能になる｡

これらの利点を考慮し,木蘭査はトカンチンス州の支流のパラメラ川のタイパス周

辺とバイア州のサンフランシスコ川支流のフエメス州周辺に限定し謝査した｡

その候補地の概略の諸条件は義一13, 14のようである｡両候補地とも水資源は皇宮

であるが,交通条件が必しもよくない欠点もあるQ しかし､実証試験の囲葛として河

川沿いにあるその確保は容易である｡ 1,000-2,000baの面積が必要であるが,この圃

場で実施するかんがい方法の概略は義一15のようであるo

以上のようなことから実証試験と次の項目について試験をすることを提案する｡

1)経済的に妥当なかんがい方法が確立o

2)かんがい方法とその管理維持の技術的方法の確立

3)かんがい農業により作物体系の検証

4)多年生作物を含めた混作農業の試験

5)かんがい農業による営農規模,形態の確立方法

6)かんがい農業の導入と高価商品作物の試作

7)かんがい方法の経済効率性の評価
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追 記

ブラジル国の農牧省補佐官,ヤマト,高木氏が真剣な日差しで私達に向って,小麦

を作ってもヘクタール当り最高で50ドル,最低20ドルしか収益がないようなことで農

民に小麦を栽培してくれといえるであろうか､何かよい作物,よい方法を指導してく

れ!との言葉が何時迄も耳に残った｡
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義一1 規模別農場数と耕地面積

耕地面gE規模

A場数 耕地面8t

実散 形 実数(h4) ガ

10b以下 3,C85.841 52.9 6.565,331 12.0

10-100h4 2,166,4Z4 37,1 1g.551,723 37.0

100-1.000hd 518.618 8.9 17,663.241 33.0

I.000-10.000h4 47.931 0.8 7,298.977 13.0

)0.000h以上 2,174 1.301,089 2.4

合計 5.834.779 100.0 52,380.366 100.0

(資料) IBGE 1985年センサス, A家政には,上記のはか.分頬不明が13.791(0.3%)ある｡

義一2 国内総生産と国民一人当りの所得

国 内 総 生 産 国民一人当りの所得

年 (名目金領､ 100万USS) (名目金額､ tlSS)

1985 228.137

1986 250.123

1987 268.663

1988 279.492

1989 303.452

1.682.87

I.806.03

I.899.32

1.g35.18

2.058.64

出典: 7一ラシール中央叙行

義一3 部門別年間成長率

部門 年1985 1986 198T
.1988

1989

農牧昔 9.6 -8.2 15.2 1.5 2.2

工業 9.0 11.7 1.0
-2.6

3.9

サービス 6.5 8.2 3.3 2.4 3.7

全体 8.2 7.5 3.8 0.0 3.A

出典:フーラシール中央銘行
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義一4 主要農産物の生産量

1987 1988 1989

作 物 生産量 前年比 生産量 前年比 生産量 前年比

綿花(長繊推) 60 -48.3

(短繊維) 1.613 -26.6

栄.(挟) 10.419 0.4

れ'レイシ1 2.331 27.0

コーt1 4.045 111.5

サトウ枇一 268. 741 12.4

フェシーヨ.J 2. 007 -9. 1

1t'y:J' 13. 569 10.0

マンシー】力 23,464 -8.4

トウモロコシ 26. 803 30. 5

大豆 16.969 27.3

トマト 2.049 11.0

小麦 6,035 6.1

99 65.0

2.436 5l.0

ll.806 13.3

2.299
-1.4

2.704 -38.6

258.449 13.8

2.901 44.5

75.549 2.7

2l.612 -7.9

24,75D -7.7

18.021 6.2

2.407 17.5

5.751
-4.7

47 -52. 5

1.Tg7 -26.2

ll.043 -6.5

2.135 -7.1

2.99g 10.9

260,643 0.8

2.328
-19.8

90.466 19.7

23.701 9.7

26.569 - 7.3

24.085 33. 6

2.176 -g.6

5.295
-7.9

注:生産丑1.ODO ttJ､前年比 %､ 1989年は12月での推定値

出典:フ●ラシーh中央銀行
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義一5 資源とその農業における利用度

1987

国名

研修地の土地 舌鼓鴇の可 材他の土地 可萩為1ha 農業者書人口の

全体が占める% 耕地に占める% 全斥に占める% 当り農業人口 農業人口に占鵬%

アルゼンチン 13 5 22 0.1 36

ボリビア 3 5 51 0.9 31

ブラジル 9 3 66 0.5 37

チリ 7 23 12 0.3 34

コロンビア 5 9 49 1.7 32

パラグアイ a 3 39 0.9 33

ベル 3 33 54 2.1 30

ウルグアイ 8 7 4 0.3 39

ベネズエラ 4 8 35 0.6 36

中国(台湾を除く) 10 46 12 7.7 59

インド 57 25 23 3.0 40

インドネシア 12 35 67 3.8 42

イスラエル 22 63 5 0.5 38

日本 12 61 67 1.9 52

韓国 22 59 66 5.0 46

マレーシア 13 8 60 1.2 42

フィリピン 27 19 37 3.5 36

タイ 39 20 28 1.7 55

バングラデシュ 68 24 16 8.2 29

オランダ 27 58 9 0.7 41

英国 29 2 10 0.2 49

米国 21 10 29 44

スペイン 46 31 28 0.4 57

出所:世界農業白書19gO
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義一6 ブラジルの潅耽可能面積

区分 高地 低湿地 汁(盲万hA) 海況実施面穣(左に対する割合)

北部 20 20 5千b8(0%)

東北部 5 1 6 400(7%)

東南部 8 2 10 500(5%)

南部 3 2 5 1.000(20%)

中西部 10 1 ll 300(3ガ)

汁 26 26 52 2.205(4%)

(出所) PRONI

義一7 潅概の現状と可能性

地域

かんがい面積
(■1,000hcL) 降雨

(ql))

乗数

(A)

かんがい方式

(浴)

対象作物 土壌タイプ

可舵面積 実施面頓

南部 5.000 1,000
Todoo8nO

800/1,000
hund&碑o95% 栄

Aluyiais
Eidrom6rficos

l,200 Aspers丘o5% 園芸作物 Org亘nicos

Vertissolos

東南部 10.000 50O
6-7meses

1,500
1,000/i,500

hund叫豆o37%
Aspers孟o60%

Sulcos3%

フェジョン

/ト麦
トウモロコシ

薗芸作物
栄

L&tossolos

Aluyi&is

Hidromdrficos

Terr&SRox&s

中西部
ll.000 300

5-7meses
1,500/1,800

Aspers互o54%
/小麦
フェジラン L&tos8Olos

1.200-1.500
hund&申o11%

St11cosl%

トウモロコシ
栄

園芸作物

Terr&sRox&

AltJYi8is

東北部 6.000 400
4-7meses

2.500

Aspers査o54%

LocJ11i姐dA2%

果実
園芸作物
棉

L&tossolos

Podsdlicos
400-1.000 Sulcos30%

Inund&c豆o14%
栄 Ajuyi&is

Vertissolos

北部 20.000 5
8･-12meses

1,800-2.500
800/1.200 huzld&碑o100% 栄

Aluyi8is

Hidrombrfico8

(出所)かんがい省
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義一8 トカンチンス州の農業生産実績 1987年

棉

地域名 面墳(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

EXTREHONORTEGOIANO 42,490 32,285 760

(TOCANTINOPOLIS) (12,000) (6,000) (500)

BAI‡AARAGUAIAGOIANO 39,770 37,690 948

(ARAGUACENA) (16,700) (15,030) (900)

TOCANTINADEPEDROAFONSO 24,010 22,445 935

HEDIOTOCANTINSARAGUAIA 194,220 240,320 1,237

(PCRTONACIONAL) (30,000) (39,600) (1,320)

(BREJINIODENAZARE) (25,000) (37,500) (1,5qO)

(ALVORADA) (18,900) (18,900) (1,000)

(GRUPI) (15,000) (16,500) (1,100)

(HIRACEHADENORTE) (14,000) (16,000) (1,200)

(PEI‡E) (13,700) (16,400) (1,200)

SERRAGERALDEGOIAS 60,960 65,890 1,081

(PALAEIROPOLIS) (30,800) (37,030) (1,200)

ALTOTOCANTINSALAGUAIA 30,350 43,230 1,401

(ARAGUACU) (30,350) (43,230) (1,401)

合計 392,300 441,860 1,126

地域名 面頼(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

MEDIOTOCANTINSARAGUAIA 38,240 157,980 4,131

(FORHOSODEARAGUAIA) (28,149) (125,828) (4,470)

(CRISTALANDIA) (5,750) (18,400) (3,200)

(PLUM) (1,380) (4,140) (3,000)

(DUERE) (1,330) (4,000) (3,014)

SERRAGERALDEGOIAS 150 680 4,533

合計 38I390 158,660 4,133

出所: IB G E
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と う も ろ こ し

地域名 面積(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

EXTREhONORTEGOIANO 24,530 19,620 800

(ARAGUAINA) (4,500) (3,600) (800)

(NOVAOLINDA) (2,000) (2,600) (1,300)

(ARAGUATINS) (2,400) (2,160) (900)

BAI‡OAEAGUAIAGOIANO 15,500 22,270 1,437

(ARAPOESA) (5,500) (8,250) (1,500)

(ITAPORADEGOIAS) (2,400) (3,600) (1,500)

(coL辻EIA) (2,000) (3,400) (1,700)

(COLINASDEGOIAS) (1,200) (2,640) (2,200)

TOCANTINADEPEDROAFONSO 5,630 5,000 895

XEDIOTOCANTINSARAGUAIA 20,960 25,445 1,213

(PORTONACIONAL) (3,000) (3,900) (1,300)

(ALVORADA) (1,970) (2,760) (1,401)

(GUARAI) (2,200) (2,420) (1,100)

(HIRACE廿ADONORTE) (1,800) (2,160) (1,200)

JERRAGERALDEGOIAS 15,495 21,580 1,393

(PALAEIROPOLIS) (6,000) (ll,400) (1,900)

ALTOTOCANTINS 7,500 12,000 1,600

合計 89,635 105,955 1,182

出所: IB GE

大 豆(同作)

地域.負 面積(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

TOCANTINADEPEDROAFONSO l,150 1,725 1,500

HEDIOTOCANTINSARAGUAIA 8,104 12,566 1,551

(BREJINEODENAZARE) (2,500) (4,000) (1,600)

(ALVORADA) (2,260) (3,500) (1,549)

(PEIXE) (1,020) (1,590) (1,550)

(GURUPI) (651) (1,030) (1,582)

SERRAGERALDEGOIAS 1,285 2,150 1,673

(pALAEIROPbLIS) (750) (1,500) (2,000)

合計 10,544 16,450 1,560

出所: IB GE

大 豆(岡作)

地域名 面積(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

TOCANTINADEPEDROAFONSO 3,616 6,400 1,770

(FOR廿OSODOARAGUAIA) (2,951) (5,356) (1,815)

合計 3,616 6,400 1,770

出所: IBGE
-13-



フ エ イ ジ ヨ ン

地域名 面積(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

EXTREHONORTEGOIANO 2,970 973 328

(TOCANTINOPOLIS) (650) (260) (400)

(ARAGUAINA) (700) (180) (257)

BAIXAARAGUAIAGOIANO 4,105 1,229 299

(ARAPOF』A) (1,885) (540) (300)

(COLHEIA) (500) (175) (350)

TOCANTINADEPEI)ROAFONSO 710 211 297

(ITACAJA) (400) (120) (300)

MEDIOTOCANTINSARAGUAIA 2,310 694 300

(HIRACEHADENORTE) (360) (137) (381)

(GU丘-RA‥) (350) (120) (340)

(PRESIDENTEEENEDY) (510) (180) (353)

SERRAGERALDEGOIAS 2,803 935 334

(PALAEIROPOLIS) (630) (220) (349)

(ARRAIAS) (380) (155) (408)

(ALHAS) (513) (130) (253)

合計 12,898 4,042 313

出所: IB GE
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マ ン ジ ョ カ

地域名 面積(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

E‡TREHONOIモTEGOIANO 2,530 32,320 12,775

(TOCANTINOPOLIS) (500) (6,000) (12,000)

(ARAGUAINA) (520) (5,500) (10,000)

(FILADELFIA) (220) (3,968) (18,000)

(ARAGUATINS) (220) (3,360) (15,000)

BAIXAARAGtJAIAGOIANO 1,550 20,640 13,316

(ARAPOEHA) (450) (6,300) (14,000)

(ARAGUACEHA) (300) (3,600) (12,000)

(COLINASDEGOIAS) (180) (3,240) (18,000)

TOCANTINADEPEDROAFONSO 1,530 18,280 ll,940

(RIOSONO) (260) (3,･120) (12,000)

(GOIAINS) (200) (3,000) (15,000)

HEDIOTOCANTINSARAGUAIA 2,780 38,820 13,964

(PARAISODONORTEDEGOINS) (350) (4,200) (12,000)

(GUEUPI) (150) (3,300) (22,000)

(世IRACE斑ADENORTE) (260) (3,120) (12,000)

(DUERE) (150) (3,150) (21,000)

(CRISTALANDIA) (250) (3,000) (12,000)

(BEIJINⅡODENAZARE) (220) (3,000) (14,000)

SERRAGERALDEGOIAS 1,680 24,710 14,702

(PARANA) (750) (ll,250) (15,000)

(NATIVIDADE) (750) (5,830) (16,657)

ALTOTOCANTINS 290 3,200 16,000

(ARAGUACU) (290) (3,200) (16,000)

合計 10,270 137,970 13.,434

出所: IB G E
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バ

地域名 面積(ha) 生産量(t) 単収(kg/ha)

EXTREHONORTEGOIANO 414 2,400 5,797

BAI‡AARAGUAIAGOIANO 3,827 44,055 ll,512

(I)OISIRHOESDEGOIAS) (1,800) (21,600) (12,000)

(ARAGUACEIA) (300) (3,600) (12,000)

TOCANTINAI)EPEDROAFONSO 1,350 15,240 ll,289

HEDIOTOCANTINSARAGUAIA 13,467 179,250 13,310

(HIRACEHADENOETE) (4,400) (52,000) (12,000)

(PORTONACIONAL) (2,600) (46,800) (18,000)

(PIU汁) (1,500) (18,000) (12,000)

(出IRANORTE) (1,400) (16,800) (12,000)

(BEEJINHODENAZARE) (470) (ll,250) (23,938)

SERRAGERALDEGOIAS 1,194 20,550 17,269

(NATIVIDAI)E) (410) (9,900) (24,146)

ALTOTOCANTINS 170 2,550 15,000

合計

出所: IB G E
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義一9 トカンチンス州の家畜保有数

地域名 午 顔 鶏

EXTREHONORTEGOIANO 881,547 76,308 215,155

(ARAGUAINA) (424,297) (ll,900) (83,502)

(FILADELFIA) (71,214) (9,078) (58,546)

BAIXOARAGUAIAGOIANO 589,254 65,859 295,644

(ARAPOE辻A) (159,512) (14,420) (50,891)

(COLHEIA) (91,047) (12,839) (76,739)

TOCANTINADEPEDROAFONSO 243,008 61,763 282,172

(ITACAJA) (53,004) (13,113) (57,984)

(GOIATINS) (40,172) (18,543) (70,036)

耳EDIOTOCANTINSARAGUAIA 1,256,829 111,363 652,405

(CRISTALANI)IA) (126,366) (7,602) (41,307)

(PEIXE) (115,040) (12,888) (64,674)

(FORHOSODOARAGUAIA) (113,031) (2,766) (49,025)

(HIRACEHADONORTE) (111,777) (15,718) (73,460)

(GRUPI) (104,416) (8,127) (52,765)

(PORTONACIONAL) (102,052) (13,741) (75,855)

SEREAGERALDEGOIAS 540,879 68,046 338,353

(PARANA) (110,437) (12,086) (39,004)

(ARRAIAS) (101,502) (8,耳72) (40,363)

ALTOTOCANTINS 162,042 ll,666 59,293

(ARAGUACU) (162,042) (ll,666) (59,293)

合計

出所: IB G E
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義一1 0 経 営 規 模 別 農 場

規模別 農場数 % 面積 % 平均面積(ha)

0-10ha 3,624 7.6 18,784 0.1 5.18

10-100ha 17,035 35.9 858,360 4.9 50.39

100-1,000ha 23,225 49.0 7,082,287 40.2 304.94

i,000-10,000ha 3,440 7.3 7,741,604 43.9 2,250.4

10,000ha以上 73 0.2 1,915,847 10.9 20,600.6

計 47,417 100.0 17,616,882 100.0 371.5

出所: SINOPSE PRELIh川AR CENSO AGROPECUARIO DA REGIAO CENTRO OESTE 85.
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義一1 1

Safra 88/89

バイア州の主要農産物の作付面積と収量

Cultura Area(ha) ProdtlCaO(t) Produt.(kg/ha)

大豆 270,000 405,000 1,500

コメ 40,000 40,000 1,000

マイロ 30,000 54,000 1,800

フェジョン豆(1asafra) 5,000 3,000 600

(2asafra) 10,000 10,300 1,000

Safra 89/90

Cultura Area(ha) ProdtlCaO(t) Produt.(kg/ha)

大豆 310,000 194,370 627

コメ 17,000 10,200 600

マイロ 31,000 21,700 700

フエジョン豆(1asafra) 5,000 1,200 240

(2asafra) 9,800 8,820 900

Safra 90/91

Cultura Area(ha) Producao(t) Produt.(kg/ha)

大豆 210,000 441,000 2,loo

コメ 43,200 64,800 1,500

マイロ 50,300 176,050 3,500

フエジョン豆(lasafra) 10,200 9,180 900

(2asafra) 7,535

綿花 4,605 2,418 525

Fonte : IBGE - Agencia Barreiras
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義一12 世界の濯洗面積の増加(1950-85年)

大陸 1985年の藩政面積
濯洗面積の増加率

1950-60 1960-70 1970-80 1990-85

(100万ヘクタール)

アジア1) 184 52 32 28 8

北アメリカ 34 42 71 14
-llz)

ヨーロッパり 29 50 67 33 9

アフリカ 13 25 80 27 13

南アメリカ 9 67
･20 28 17

オセアニア 2 0 100 0 0

‾世界計 271 49 41 26 8

1)ソ連のアジア地域を含む｡

2) 1980-84年のアメリカのみのもので,出典は農務省の``Fam and丘anch lrri-

gation Sarvey 1984''｡

3)ソ連のヨーロッパ地域を含む｡

出典:Adapted from W.R.Rangeley,``Irrigation and Drainage in the World.''

paper presented at the Intern'ational Conference on Food and恥ter,Texas

A&光University,College Station,Hay 26130,1986;1980 irrigated acreages

prorated from 1970 and 1982 figures as cited打.R.Rangeley,``Irrigation-

Current Trends and A Future Perspecive,''world Bank Seminar,February

1983.
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義-1 3 ブ ラ ジ ル 候 補 地 の 比 較

FAZENDADASFE廿EAS TAIPAS周辺

地形 河川側から2.5knまでは palmeiras州周辺で比較

約20/.程度の勾配｡ 的表流水かんがいに適し

残りはほぼ平坦地であるb た地形が多くある｡

気象 年降雨量約1,600m程度 年降雨量釣1,500qTB程度

水源 地下の南端をFEHES川が Pal山eiras地点でも､20-

(海水時) 流れる｡ 30m3/sの流量が確認され

20-30mg/Sが涜れる,下

流併発電と水利権を考慮

してもm3/sは取水可能｡

た｡

動力 BAtuA発電所の完成に伴 なし

い､電力の利用が可能. 自家発電

アクセス BROZO(舗装道路)より,

未舗装道路約100knのと

ころ.

Dian6polisより約200血

労働力 日雇い労働者は可

土壌 黄赤色ラトソルが大半を 沖積土

占める｡ ラトゾル
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義- 1 4 か ん が い 方 法 の 概 略 仕 様 (100baを対象)

”

N

センターピボット 可搬式スプリンクラー
地表かんがい

傾斜地うね間/等南緯うね間

システム祇要 ポンプ/ジェネレーター, ポンプ/ジェネレーター, ポンプ/ジェネレーター,

送水曹,センターピボット 送水曹,スプリンクラ- (バルブー土水路)

システムー式 セットー式

I)-テーションにより間断

かんがい実施

ローテーションにより間断

かんがい

初期･施設コスト

(概算)

US$200,000

(設置含む)

US$200,000 US$100,000

技術 可搬式について,効率的な

使用が必要｡

土壌等を考慮した水管理が

必要.

所要労働量 日常的にはスイッチのON

/oFFのみ｡故障時は専門家? 2-3人? 2-3人?

水効率 90%以上 90%以上 50%程度

かんがい面積 100ha毎にほぼ同価格必要 〟 対象面積を拡大すると,初

相投資は単価が下がる｡
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囲-1 潅洗面積の推移(計画)
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2
.パラグアイ

国

ミ シオネス州､ニェンブク州地域開発計画



パラグアイ 国の一般概況

1.公式国名

2.国 土

3.人 口

人口密度

人口増加率

パラグアイ国

406,752kd (日本の1.1倍)

4 1 6万人(1989年推定)

1 0.2人/kd

2.9% (1989年推定)

4.音 譜 スペイン語,グァラニ語

5.宗 教 カトリック

6.気 候 温帯-亜熱帯
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2. 1 プロジェクトの背景

1970年代のパラグアイ国産済は前ストロエスネル政権の下,着実な成長を続け､と

くに'77年から'81年にかけては年平均成長率11.2%と中南米諸国の中では群を抜く

成長を遂げた｡

しかし,その後､イタイプ･ダム･プロジェクト(ブラジルとの国境に建設, 1,260

万帥)関連の投融資額の減少､ヤシレタダム･プロジェクト(アルゼンチンとの国境

に建設､ 270万Kt()の遅滞､主要貿易国であるアルゼンチン､ブラジル両国の為替切

り下げによる競争力の低下により, 1982年-1.0%, '83年-3.0%と落ち込んだ｡ 1984

年からは嬢やかに回復し始め, '84年-3.1%, '85年-4.0%, '86年-0.0%, '87年-4.3

%, '88年-6.2%, '89年6.2%とプラスに転じている｡

農林業部門はGDPの寄与のみならず､同産品の輸出(97%)や就業の面(47%)

からも最も重要である｡産業構造全体において28%,この部分の占める都合が多く,

パラグアイの外貨収入源は綿花･大豆を中心として袈材､植物油､食肉,タバコ,コ

ーヒーなどの一次産品に限られている｡

この為､天候のよしあしが直接的にGD Pに影響を及ぼし､上述のGDPの低下し

た83年の 3.0%は､水害による綿花･大豆の大被害による影響であリ､ 86年の90%は,

早魅によるものであった｡

このように農林業部門はパラグアイ国にとって重要な位置を占めているo

2. 2 農業概況

2-1 農

全国に

(1987年)

たD 一方,

莱

約339万ヘクタールの耕地と1,990万ヘクタールの牧草地が分布している｡

そのうち耕地面積は､ 70年から87年の間に約5.2倍と著しい増加となっ

同時期に森林面凍は､ 35% (8,520ヘクタール)以上減少した｡そのため,

国土面積に占める森林面積の割合は, 70年の約60%から87年には38%まで低下してい

る｡耕地面積の増加は特に黄金の三角地帯といわれるイタブア県,アルトパラナ県の

肥沃な土壌のテラ･ロシア地帯で著しく増加している｡

農業センサス(1981年)によると,全国の総土地所有農家数は約24万戸､総土地所

有面積は約2,200万ヘクタールと報告されている｡総農家数の約80%は土地所有面積

20ヘクタール以下の小規模農家である｡土地所有形態は自作農および倣自作農(土地

代金の支払を農村福祉院に長期年賦払い中)が63%を占めており､政府による農地改
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革の成果が実りつつあるが､まだ公有地,私有地の占有農が34%を占め, 1農牧場当

たりの面積が10数ヘクタールと低い水準にある｡

国内における主要農産物は,綿花,大豆､砂糖きび､小麦､トウモロコシ,および

マンジョカである｡そのうち綿花と大豆は輸出用として､他の農産物は,国内市壕向

けまたは自家消費用としての生産が主体である｡

2-2 畜 産

国内の畜産は肉牛が主体である｡全国の肉牛の頭数は､釣737万頭である｡総販売

量(1987年)は6万8,000トンで､その66%は国内消費用であり,残りが輪出用とし

て生産された｡最近5年間(83-87年)において､肉牛頭数は約10%の増加にもかか

わらず､ 87年の肉牛の輸出量は85年と比較して3倍以上増加している｡

封音形態はきわめて粗放であり､品種改良や草地改良による牧場の合理化,近代化

をはかっているものはたいへん少なく,中南米特有の粗放経営によるものが多く､家

族経営,会社経営などによるものが大部分である｡

2-3 林 業

森林は､気候条件により西部地方の半乾燥林(約1,300万ヘクタール)と東部地方

の湿潤林(約300万ヘクタール)に大きく分けられる｡

東部の森林はブラジル人を中心とする農牧開発の定住政策のため伐採が進み,森林

面積の減少が憂慮されている｡

パラグアイ農牧省では, 1989年に発表した国家間発計画(PLAhT NACIONAL DE

DESARROLLO 198g-90)に示した目標､ (1)農業生産の増加, (2)雇用の増加, (3)資

源の有効利用 を基本として政策を進めているが,特に現在の具休的な重点項目とし

ては以下の4点をあげている｡

a)零細農民,土地無し農民への支援

b)作物の多様化

c)環境の保全

d)農民組織への支援

この親点から,各県,地域毎の総合開発計画を推進しようとしている｡

イタブアアルトパラナ県等､東部の山間地を含む地域では､実績に基づく経営規模

別農家モデルの設定､営農指導､融資体制,農民組織の確立と支援策,農産加工等の

導入や社会インフラ(主として農道)の整備が主な計画項目である｡この地域では環

境保全の立易からの検討が重要であり,土壌流亡に対する土壌保全問題に対する技術
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的な問題とともに､新規入植事業に伴う伐採が問題であり､計画的な植林事業の推進

が併せて実施される必要がある｡

西部のチャコ地域に対しては､現在, JICAの調査も実施中であり､土地利用の

実体を摘まえて､水資源開発を含めた今後の開発計画を策定しようとしている段階で

ある｡

一方,東部の南西地域に位置するニエンブク､ミシオネス両県は,他県とは異なっ

た条件,つまり湛水もしくは排水不良の地区を多く含むということから､農業開発の

みならず,地域としての開発戦略もたてられないまま,パラグアイ東部の中で開発が

遅れた県として現在に到っている｡

2. 3 対象地域の概況

ミシオネス県,ニエンブク県はパラグアイ東部の南西に位置する｡両県の面積,人

口,人口密度は以下に示すとおりである｡

ミシオネス県:

面 積

人 口

人口密度

ニエンブク県:

面 積

17,835kd

77,475人(1982年センサス),

9.9人/kd (1982年センサス),

13,868kd

人 口 70,338人(1982年センサス),

人口密度 5.1人/knZ (1982年センサス),

99,877人(1992年推定)

12.7人/kd(1992年推定)

84,060人(1992年推定)

6.0人/h!(1992年推定)

首都アスンシオンからはアルゼンチンヘと通じる国道1号線とサン･パトリシオか

らヤシレタダムヘと向う道路が舗装されているが,それ以外は未舗装であり.特に雨

期を中心として交通状況は悪くなる｡

囲-2の地形図に示すようにこの地域はパラグアイ川及びパラナ川の洪水氾濫が繰

り返さる地域で,河川自然墳防とその後背湿地によりなりたつ｡

全休としてみると､ミシオネス県東部のサン･イグラシオ以東の標高100m以上と

なる丘陵地を除くと,ほぼ標高60m-70m程度の平坦地であり,僅かな高低をもつと

ともに,両河川への自然墳防によって囲まれたくぼ地である｡

このため､雨期の(一時期)湛水地帯を含めると､ミシオネス県の60%,ニエンブ

タ県の90%が湛水地帯である｡
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気候としては､両県とも気温が年平均で21℃程度であり,年間雨量は1,500mm程度

である.平年における各月の温暖較差は11℃-16℃であり,夏でも最低気温が12℃を

示し,冬でも最高気温が30℃を越えることがある｡

1981年時点のセンサスによリ土地利用の状況を囲-3に示す.両県ともにこの湿地

-半湿地帯を牧草地として利用している｡

囲-4は､開拓地(農場)の規模別戸数である｡農業県であるアルト･パラナ県の

寄合が, 20-50haでピークをもつのに比べ､両県では5haまでの零細農家と大牧場の

割合が高い事がわかる｡

両県の主な農産物と就業状況を以下に示すD

ミシオネス県

主な農作物

綿 12,426t (4%),

米 4,293t (9%),

小麦 1,704t(2.5%),

就業状況(1982年センサス)

農業(専業) - 57.2%,

そ の 他- 10.3%,

ニエンブク県

主な農作物

綿 8,734t (3%),

米 1,803t (4%),

小麦 1t,

就業状況(1982年センサス)

農業(専業) -50.9%,

そ の 他-ll.3%,

大豆 3,032t (0.3%)

塞,とうもろこし 12,885t (2%)

牛 410,790t (6.3%)

農業(兼業) - 16.1%

無 職- 16.4%

大豆 3t

とうもろこし 9,284t (6.2%)

牛 297,747t (6.2%)

農業(兼業) - 20.5%

無 職- 17.3%

注:農作物( )は国全体の生産に占める割合

この結果,農牧業生産の特徴としては,ミシオネス県の場合､米の生産高が1989/

90にはイタブア県に続いて第二位となっている事と,チャコを除く両県の(乳十肉)

牛の生産高は, 4位, 5位に位置することである.

既往の開発粛査としては, 1980年に農牧省の技術官房屠を中心に､ニエンブク県の

開発調査が実施されているが,極めて短期間に行なわれたように見うけられ,結果と

しては､農産物の加工に関わる小プロジェクトが提言されているのみである｡

排水の改良事業を扱った粛査はJ ICAによる1982年``イポア湖北西部農業開発計
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画”と1985年``ヤシレタダム隣接地域農業開発粛査''があげられる｡

前者では,ニエンブク県の北側のイポア湖の西側に広がる4万baの湿地帯に対し,

洪水の解析によりその要因が内水に起因することから,河川改修､事前中墳と水門に

より湛水防除を行うプロジェクトが提案されている｡

後者では,ヤシレタダムの完了に伴って,土水路を利用した排水,河川改修をベー

スとして,排水計画が検討されているものであり,対象地としてミシオネス県の東部

が含まれている｡

現地踏査の状況としては､サン･ジョン･パンティスアからサン･イグラシオにか

けての丘陵部分では,パラグアリ県内と同様に､よく管理された大牧葛が拡がる｡

しかし,ここから南へ下るにつれ,湿地帯へと入り教卓も除々に粗放的となるよう

である｡

湿地や湛水地(10-30cm程度)はほとんど野草地(ヨシ科植物とホテイアオイ)で

あり,条件のいい寄合は放牧地として利用している程度である｡

土地なし農民は主にこのような大牧場で従業員もしくは米や麦等の季節労働者とし

て稼動している｡

主に農業は,このような湿地帯以外の丘陵地もしくは､雨期湛水地での水田として

利用しているようである｡

湛水地の中には排水路(土水路)がつくられている｡しかし,ホテイアオイの水草

頬が朱殖し､流れは順調でなかった.河川への排水可能量､排水蕗の断面や配置を含

めた技術上の問題が大きいように見うけられた.道路(ヤベビリーサン･イグラシオ)

は,地表よリ1-2m程度の盛土上にあるものだが,聞きとりによると,道路上への

溢流は多雨期にもこれまでなかったという事であった｡

2. 4 総 括

(1)試験囲葛の設定

当地区のような湿地帯に対し,その用排水をいかにすべきか,農家経営離規模の要

当性,農業機械化の可能性についての1,000ha規模の試験囲葛の設置を提案するo

(1) 25hふ､ 50ha, 100ha, 200haの実験農場の設置

(2)上記の規模に妥当な作物体系の確立

(3)農家経営の確立(畜産導入の可否)

(4)最適作物の選定

(5)最適作物の栽培方法の確立

-29-



(2)マスタープラン

ミシオネス県､ニエンブク県の今後の開発を考える場合,重要なことは(1)農道

及びコミュニケーションとしての役割をもつ道路､ (2)湿地改良である｡

しかしながら,この湿原には野鳥等の生殖地であり,その開発戦略は環項保護を考

慮したものとならなくてはならない｡このことから,対象地域としては現在の非湛水

地域を中心に,その周辺において土水路により自然排水できる範囲を基本とする｡こ

の場合､ミシオネス側としては,サン･ジュン･パンティスタ周辺､サン･ティアゴ･

デ･ラス･ミソオネス周辺,ニエンブク側では,ピラアの周辺が考えられる(囲-2

に候補地区を示す)
.マスタープラン粛査のコンポーネントとしては,次のとおりで

ある｡

(1)幹線道路の整備計画

(2)湿地帯の改良計画

(排水系統の見直しと,経済的改良優先地区の選定と計画)

(3)湿地改良に伴う大規模牧葛集約化の粛査･計画

(4)湿地改良に伴う零細,土地無し農民の移住計画

(5)その他の社会インフラ整備計画

(6)開発と環境保全
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義一1 5 国内総生産の推移(1985-1990)

Trend or gross domesI;c product

198S 1986 1987 1タ88 1989

1-o也l (G bn)

At cur†cnt prlCeS

∧t亡OnStant (1985) pric°s
Real BrOWdl (%)
Per head (G)
∧t cl汀rCn【 prlCeS

∧t constaJlt (1985) prices
Real gn)wdl (%)

I,393.9 I,833.8 2,493.6 3,432.9

1,393.9 1,394.0 1,454.3 1,544.1

4.0 4.3 6.2

lタ901

4,620.4

1,639.6 I,697.0

6.2 3.5

377,751 48l,312 636,122 849,728 I,Ilo,673

377,751 365,879 370,995 382,203 394,134 396,495

0.9
-3.
1 1.4 3.0 3. 1 0.6

I

EtU eslimalCS.

Source: IMF, [ntematL'onat FinaT[Ciat S(a(1'stks.

義-1 6

Trend or res;stered rordgn trade

(Smn)

1985 1986 1987 1988 1989 19903

Exports (fob)
Iqx)rts (fob)
8al ance

303.9 232.5 353.4 509.S

-442.3 -509.4 -517.5
イ94.7

･13S.4 ･276.9 -164.1
15.1

一provisional.

Source: BulCO Ccn(rat del Paraguay, Botetl'nふfadl'stt･co.

1,009.4 958.7

-660.8 -1,193.4

34S.6
･234.7

義-1 7 主 要 輸 出 入 産 品

Main commodities traded

(辛mn)

E7(Ports rob

也
Couon fibre

Timber

Mea( & prodtlCtS

hhidcs

Tobaccわ

Essen(ial oi)s
･一‾‾‾■---I--

--
･b

-Lp----
--q

qllebracbo e刈racI
Fruit & vegetables

JILng Oil
CcK:_Onut OJ'1

Yerba male

1?89 1?90 InlPOrtS rob

382.9 267.4

306.9 332.9

3l.6 37.7

96.4 134.I

24.0 27.S

2.1 5.7

24.7 25. 1

6.7 5.3

4.4 2.8

4.6 5.8

3.6 I.8

5.4 2.2

Source: BaJICO Central dcI ParaBuay･

Machinery

Fuels & llJbrjcants

Vehicles & parts

Beverages & tobacco

Chemicals, etc

Iron 良 st∝l products

Other llle【alpr∝luct5

Textiles

Paper pr∝lucts

･^griculttJral equlPmen(

Wheat & flour

Other ftxxls(1Iffs

1?8? 1??0

211.6 470.4

115.0 146.3

61.7

45.5

42.5

19.6

7.5

15.7

17.7

12.0

19.8

loョ.4

72.3

60.0

53.3

ll.7

27.8

21.7

14.5

0.6

30.4
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義-1 8 分 野 別 G

Gross domestic product by sector

(G mn, 1982 prices)

Agriculture, forestry & fishing

MiniDg

MaJll血c(uri ng

El∝trici(y, gas & wa(er

ConstnlClion

Transport & commtmicatioJIS

FinaJICial services & commerce

Gqvemnlenl 良 oll】erservices

GOP

I985 1989

%-or

辛mn tot且一 事mn

206,042

3,073

127,129

19,243

45,148

33,468

202
,759
]29,291

766, 158

Source: Secrclan'a T6cnica de PlanirlCaCi6n.

26.9

0.4

16.6

2.5

5.9

4.4

26.5

16.9

100.0

255,985

4,210

145,410

27,262

49,741

41,02$

233,S46

143,737

?Ol,21?

%or

total

28.4

0.5

16.I

3.0

5.5

4.6

25.9

15.9

loo.0

義一1 9

Real sectoral growth

(%)

^gricultllre

Minir)g

Manufacturing

Electricity, gas & wa(ef

ConslnIClion

FinaJICial services & conlmerCe

Transport & comnlLmica(ious

Govemnlent 良 0血er seⅣices

1986 1987 1988 1989

-6.1
7.O 12. 1 10.3

1 I.9 6.0 7.5 7.4

-1.4
3.5 5.$ 5.9

10.2 7.5 8.S 9.8

I.0 2.0 2.6 4.2

.3.3
3.5 4. 1 3.6

5.0
p5.0

6.1 4.8

2.5 2.8 2.4 2.9

So1]rCe: Secretan'a Ticnica de Planificaci6n.

義-2 0

Expen(Jiture generating gross domestic product

(ctJrrentPrices)
1985

Gbn

Private COnSump(ion

Govemnlellt COllSllnlplion

Gross fixed capital fornlation

Increase in st(xks

Exports of go(ds & services
lrnports of gods 良 services

Gop

% or l989

IotBLI G bn

%or

toh]

I,066.9 76.5 3,540.6 76.6

90.2 6.5 392.7 8.5

288.0 20.7 924. 1 20.0

18.5 1.3 57.1 l.2

355.0 25.5 1
,566.7

33.9

J24.7
-30.5 -1 ,860.S 140.3

1,393.タ 100.0 4,620.4 100.0

Source: IMF
,
ltltematl'ot70t FI'nancIlat S(otl's(its.
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義-2 1 主な輸出入相手先

I)irel:lion or Ira(]e

l‡n川)

fT.ヤー粁r15tO:

IIraヱi1

NcthcT]aJlds

Switzerlalld

/～rgcTltina

West GcrTltany

lJSA

Spain

ltaly

l9S5

60. I

38.4

20.0

15.7

41.0

3.6

9.6

3.6

l990

312.3

)46.6

50.1

55.5

44.5

39.4

14.5

25.6

Sot]TCC: Banco Ccntrat dc] Paraguay.

Imports Prom.･

a raヱiI

Argentina

USA

A)gcria

Japan

UK

West GcmuJly

F 一ance

Spain

I985 1990

159.9 207.3

74.9 151.2

35.0 146.8

41.3 53.6

20.2 187.3

18.5 47. 1

22.0 59.4

7.0 33.2

16.0 5.3

義-2 2

Tmde ll･ilh ^la]c/Aladi

(SmTl)
19$4 1985

Expor(s 126.6 97.5

lmports
-257.S -245,6

J!ahr]ee
-]3I.2 -148.1

1986 19$7

15l.6 157.7

-240.0 -237.1

-88.4 -79.4

Sol-rCC: Banco Central dcI Paragllay.

1タ88 1989

196.3 422.2

-226.l -269.3

-29.8
152.9
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義-2 3 米の生産高(1985-1989)

EVOLUCIOH DE u SロP皿FICIE Y PRODUCCIOPl

(h tiles
de Hectareas y Toneladas)

ARROZ CON RIEGO

1988/1989

Super- Rendi ･

ficie ProdtJCCion Aiento
Cose･ (K【/舶.)

cha da

1987/1988

Super･

ProdtJCCion ficie

Cl11亡i
･

vada

1986/1987

Super･

ProdtJCCioA ficie

Cose ･

chada

1985/1986

Super-

Produccion ficie
Cose･

chada

DepartaAerl tO Super･

ficie

COSe●

chada

0,4 18'J6 4590

3 12028 4811

0,1 532 3546

0, 2 1079 4315

1 3767 4 539

8. 28701 5218

4 124 17 2901

1 1498 2997

0, 1 511 3405

1 621 1242

0,1 341 3413

0, 2 990 3g59

0,1 116 2324

4

3

1

2

1

8

4

1

1

1

,1

,2

,1

0

0

0

0

q

0

0

784

1434

10858

224

608

888

32865

6479

620

378

485

267

902

304

2

4

3

1

2

2

8

3

3

1

1

0,1

0,2

0,2

0,3 1046

0,3 1196

2 8522

0, 1 376

1 1354

1 1900

11 46200

3 7347

0, 2 459

2 4389

0,1 130

1 1967

1 1429

1 2899

2 6()6

1 234

3 8518

1 220

1 767

1 1057

7 254 88

2 2400

1 262

1 2266

1 153

1 1844

1 742

1 134g

Concepci on

Sam Pedro

Cordillera

Guai ra

CAB (uaz:u

Caazapa

ltapua

Xisiones

Pa rapa ri

Alto Parana

Central

.Ieed)ucq

AAaDbay

Canindeyu

Pte. Hayes

Alto Para(uar

Chaco

:ltJeVa
AstJnCion

8oqueron

16 64437 41681615 56888:2 79Z13PARAGuAY 17 45906
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義一24 年 の 生 産 頭 数

ロ荘萱這萱= Nt:泌ERO DE CABEZAS POB DEPARTAAIENTO AL皇o DE AGOSTO DEL 86-87-881a9 Y 1990

poR SE又O Y EDAD
-

EN
.VILZ:S

DE CABEZAS

1 9 9 0

aJm y AJJ良明doLer[○与 qe ▲ JJtO与Rests ce i a

Noyillo与
V叫tlil llS
dc 2 arLO9

1 ■15

Vl亡ユ与

De3
aAOS

y ZLu

DQ ZJ

JqO事由
3 ■AO1

Bt14ydTori toュTo resV叫ui･

llzLS
lYoyi1
losTく)ri亡oS

TeTTlerq5
y

TerlleTW
AeAOr亡I

d●

1 1■○

Tlu8モrく〉

Toul

1990

h一●rO

Tot41

1989

.1uA●rO

Total

1988

.1u■●ro

Total

1987

.1
uzLerO

To tal

1986

Depart)Jen亡○

50.S

68.2

33.I

29.4

54,1

42.a

40.2

39,1

84.1

15.7

1Z.8

52.6

41.O

l1.;

282. 4

34.5

I.8

L.2

19.1

248

221

ll

59

141

116

114

183

173

81

19

198

14Z

39

840

Ill

3

3

92

2 3&, 4 Ta

8 Sl.0 :i

3 9.7 3

2 9.7 る

8 23,3 16

0 1丁.8 11

7 15.3 11

1 30. 0 3名

4 31.: 三0

4 9.9 a

8 4.2 10

2 TT.3 1&

0 IB.2 7

8 7.8 4

2 23l , 9 288

0 24.3 33

04 2.a 0

O1 0.g 0

3 22.5 u

18.5

29.g

12.8

1S.a

:4.a

1S.a

14.0

13,3

コ.1

8,1

4.8

19.8

8.6

3.9

85.0

6,3

0.4

0.1

ミ.3

S8.2

51.0

ZO.1

18.9

35.7

.29,3

:6.1

43,6

41.6

ll.0

9,9

43.7

23.3

8.$

239.i

27.6

I.a

O.丁

三4,0

20.6 44

29,4 S4

12.0 10

10,& 8

2O.1 17

14.2' 23

12.9 21

17.3 35

21.8 38

8,3 6

S.4 3

23.8 33

9,8 15

4,7 3

68. 3 228

S.3 20

0,4 1

0.1 0

4.9 30

44

72

℡

a

49

3丁

44

53

60

”

I2

60

三0

12

3qT

33.

†

1

61

6ZS,9

630.ヱ

ヨ4.a

208. 6

J23,6

327. a

3Z2.三

三Ol.0

三39.1

150,7

1コ,3

三0丁.1

327.i

LOB.3

2590.8

3Ol. Z

LET.8

9,7

309.0

61

81

23

19

ヰ1

32

31

48

52

13

1Z::

1g5

312

9g

2549

304

16

9

295

88

93

ヱ9

91

403

316

:09

168

三08

132

llg

47S

308

91

2143

.i91

15

4

三82

48

68

q

82

3gO

304

299

455

192

122

u9

459

297

g1

2255

276

13

:65

58g

5S4

22ヱ

l了6

379

30q

297

448

4&3

111

120

447

Z90

88

2173

288

12

T

257

C4rL亡JPCi oA

SJJ) Pedro

Cordi uer3

GLAlirl

CA▲【tJi王u

CJIZJPa

ItlpuJ

.1isio11eS

P)r3 (u3ri

ll亡o Pa√an)

Cen亡ril

Nt●■bt)亡tJ

AI■JLね1

C4AiAdeytJ

Pte. HJyeS

･山to
P)ri■tJJy

Ch■co

lqeya Astn亡iorL

Bo勺t)erOrL

919.9iZ30&.1 :889. 6971. i 2S7. 1 591.丁 7iO.了 こ99.3 :37.S 183. 4 57l.0?.1AIGt;AY 71三0.8 丁371.3 T779, 6 30丁3.8 d253.9

∽

Cn



義一25 パラグアイ国土の地目構成面積の推移

∽

の

年度

地目区分

1979年 1985年 1誹好年 1987年 1988年 1989年 5年間(85-
89)の面gt
1甘滅千ha

11年rRT9-
89)a)有珠
増強手打a千ffaL % 千flaL % ヱflaL % チHA % 千Zla % 千打a 9占

Jt兼用地

●糧耕作* 1,604.2

4.4

3,681.6

9.4

3,722.3

9.5

3,B44.1

9.8

4,203.8

10.T

4,236.丁

10.8

＋‾555.1 ＋2,6Z2.5

Zf菜
i

6.0 8.3 9.1 9.5 9.6 9.3 ＋1.0 ＋3.3

永年作 I一o.4 131.3 135.0 142.0 145.0 145.7 ＋14.4 -14.7

牧書用地 17,29l.2 42.5. 17,995.2. 44.2 19,5(氾.1 4丁.9 19,?59,9 49.1 19,988.8 49.I 19,999.8 49.2 ＋2,α沌.4 ＋2,一方.4

森林 20,643.2 5O.7 17,838.4 43.9 18,250.a 40.0 15,6W.8 38.3 15,200'.2 37.4 15,152.5 37.2 -2.685.9 -5.4X).7

モの他書★ 960.0 2.4 1,020.2 2.5 1,057.7 2.6 1,l18.T 2.8 1,127.8 2.8 I,I3I.4 2.8 ＋III.2 ＋m.4

^'国捻南牧 40,675.2 100.0 40,675.2 I(”.0 40,(汀5.2 100.0 40.6T5.2 1(氾.0 40,675.2 I(”.0 40,675.2 1(1).0

*貞兼用堆く短偶作)q)中に旺､人工牧ZIも含む.也,7i:ENQ)ESTAAG恥PECUAR(ASくMAG)1979-19q
ESTIMAC10NDELAPRO仙∝10NAGROPECUARfAくMAG)198B･1989

*♯蔀苛,市J&埴.河川,湖,山岳地帯,逆時事.



義-2 6

年BE

地且巨分

5年同(85- l1年間(79-

89)の面gt 89)の両税
増強千ha 増減千Ha

農業用竣

短期作★ ＋555.1 ＋2,632.5

牙菜 ＋1.0 ＋3.3

永年作 ＋14.4 -24.7

牧音用雀 ＋2,004.4 ＋2,708.4

春汝 -2,685.9

●

-5,490.7

その世♯3F ＋lll.2 ＋171.4

バ国捻面笥

義一2 7 肉以外の畜産物の生産量

判品名 単丘

年丘

1972 19TT 1982 1987

牛乳 百万qb_ 89.0 132.1 159.6

S64.9

188.3

659.8斗卯 百万ナス 279.0
l

389.3

羊毛 Ton 350.0
I

422.0
l

453.0
l

654.0

♯gr 千qL'_ 4(”.0
I

567.0
I

800.0
l

1,(冶1.0

出所: ENCUESTAS ACROPECUARIAS 1986-1987 (MAG)

義一28 主要農産物の前年度よりの伸び率(%)

作物名
.,I

J7ff有事r 伸び率 年iき＋ 伸び串
87/88 88/89 タ6 87/88. BB/89 %

大豆 765.5 851.3 ll.2
,1,407.4

1,614.6 14.7

マイス 485.6 199.7 2.9 960.6 1,00.4 4.1

紳 402.8 438.3 8.9 543.2 630.2 16.0

小麦 197.0･238.3 19.9 318.4 431.9 35.6

マンジョh 229.5ヱ34.I 2.0 3,890.9 3,978.3 2.2

7.5†トウキヒ 53.157.5 8.2 2,668.2 2,868.7

落花生 41.539.1 ･0.6 44,6
.41.7 ･7.0

ソ)L'ゴ 21.922.4 2.3 29.5 30.3 2.7

タバコ 4.Il.4 ･34.1 6.8 2.4 -183.3

単位:両統 千iユ 生産土 千ton

出所: AIC A F パラグアイの農業, 1985 3月
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義一29 パラグアイの短期作物一覧

(一88/89年丘)

”

()⊃

作物丘 作付面Ⅶ

千Na.

塀球面鎌

千H&

生産Jt
(Ton)

生産性
K8nh

両横比芸
%

卓さヰ青魚のヰi牢比虫(%)

1位 2位
.3位

4位

大王 860.0 851.3 I,614.S73 I,89T 3且8 lltoP&r&l丘 S2.6 Itap血 28.3 c&nide由蔓T.3 Amねy 3.8

トウモロコシ Sol.0 499･T 1,t)α),3SX) 2,002 2D_9 AltoP&ral丘 33.4 lhp血 15.a CaniTde由 10.7 caa帥血書10.6I

捕 440.5 438.3 630,221 1,438 18.4 CaAgua;由 26.1 SanPedro 18.4 rtap血 10.6 AltoParani 9.0

小麦 237.3 236.3 43J,899 J,828 a.9 1tap血 42.4 AJtoねr&T& 40.2 Sat)Pedro 5.8 CanjrKley白 4.3

マンジ9カ 261.6 234.1 3,978,307 16,994 )DB Caagu&2B 20.5 S&nPedro 14.9 Jt&Fh 13.3 AltoP&rani 9.4

サトウキビ 59.7 56.8 2,868,690 50,5W 25 Guairi 45.4 Caagua2B 12.1 P&rwan- 9.6 Cordi11er& 8.9

ポロット(王) 53.0 51.5 45,669 887 21 AJRJTbay 20.3 Caagua2B 13.2 SanPedTtI 9.9 P&ragu&r† 8.8

洋花生 39.A 39.I 41.725 1,067 lJ Boquer6n 59.0 Caa即a2d 8.0 S&nPedTt) 6.T
l

‾ItaFb毒4･4
ヒマ 37.3 36.1 41,096 1,138 l& Corcepci6rL 64.5 Bquer呑n 13.4 S&rtPedTt) b･L4 qLnirdeyB 3.8

ソルゴ 22.6/ 22.6 30,3m 1,353 A,9 BoqtJer8n 50.4 ]tap血 9.6 S&nPedlq 8.0

T

A]toP&ral丘 5.6

捷稚 I7･9 16.9 23,02B 1,362 B& baJねy 35.0 Canidey白 32.6 AltoP&71ni 2O.7 ltap血 5.4

水稚 1,5.5 15.5 64,437 4,168 o_1 1tap血 44.5

_tf奉品)

19.3 Cordi]]m 18.7

ca-pi5･8
サツマイモ Li.9

12.3

13.6 105,873 7,790 D6 SanPedro 19.3 Caagud 18.7 Co1℃ePCi7r7 丁.9 rtap血 7.7

ハツカ

タマネギ

ll.7 38,037 3,251 OS A]toPar8rd;i88'T C&nideyB 8.1 ltap血 2.0 Caasud 1.1

4.6 4.6 31,774 6,908 01 Caagua2D

ltaph

32.2 Paraguar† 27.7

4.I

SanPedr･)

CanirKleさl'J

18.0 ltap血 5.9

ヒマワリ 3.6 3.6 4,168 1,)64 02 4丁.0 A]toP&r&ni 6.丁

I

(

1

ピーマン

トマト

3.3 Z6,933

TT,379

5,13Z O1 Corv:epc16n 62.7 Ctntr3I 9.I Caaguaa' 7.7 AItoP3r3ni 7.0

2.8 27,333 01 Centra.I 3l.6 Caapd 23.9 AttoP&rln互 15.1 P&r宅嶋u&rT 8.8

タJiコ I.4 I.4 2,358 1,T25 <B.1 S&nPedro 52.2 軸1血 19.3 C&niTde.v'J 17.8 Caa9P& 4.2

Jlレイシヨ 0.4 0.4 2,955 丁,142 <D_1 CaasuazB 76.8 Caa2aP 13.3 Parqu&Tl' 4.3 AltoP&r&rd 1.丁

ニンニク 1.0 I.0 1,617 1,600 <B_1 ltap血 35.2 Cupid 15.4 AltoP&rd 8.7 SanPedro 7.7

注1 南牧比率ti作付け両税よりパラグアイの 吐2 主宰生立県C比率払生産土の比率
廼期作全嗣2,400千h&(当貞5t推定)ち

主に井出.4:って, 3(作.冬作の一年二毛
作により･作付面恥)合柑これより多く

出所:AICAF パラグアイの農業, 19853f
,比串の合計も100以上となろ.



義一30 パラグアイの主要永年作物一覧
(一o9年度)

∽

q⊃

作物名
乍付両所 生塵I 両税比率 主≠生産県(%)

rh (Ton) % l位 2位 3位 4位

紬掃 30,792 165,5d 2I.1

I

1tap血99.4加opararAO.2 血&('riO.I

朽ンFI7クIJl(葉)
香料1テ′外イン原料

20,845 195,826 14.3 SanPedro42.丁 (ordilTer&27.9 触udlT.9

ジェル)1マテ 19,27T 40,030 J3.2 Jtap血45.J SaTIPedro13.3 AJaJぬy･J2.4 血&jrilJ.5

コーヒー 17,4W 17,361 1I.9- ChfndeyO64.5 J叫13.5 Cb岬18n12.4 CordiIIer&5.2

)1ナナ 15,131 145,140 10.4 CbnceFCほn28.2 免11Pedro2S.8 軸d9.9
I

CordHfer&7.0

ナランJヽ 12,.24l
･t1216,942

8.4 ltap血:〟.7 S&nPedro15.0 CaaQJ1:拍14.5 AltoP&r&nLll.3

バイナッ1ル 2.51ケ 42,059 l.7 Cordilter&35.1 Centr1112.0 SaJIPedroll.1 Co1七epci6n9▲2

マンダT)-ナ 1,938 19,960 I.3 l]toP&r&ni18.6 血糾a2B14.8 ltap血12.5 S&nPedro11.6

プ['ウ l:602 10,390 1.1 QJ&iri80.5
l
Ita血7.I P&叩l&rT3.4 Cordllter&2.8

ポメE) 924 16.964 0.6

I

SanPedro20･7iCaqul血1l･9 A]toPlrar丘9.9 P&ra8uarT9.1

イチゴ I56
_923

0.I. Itap血42.2 Cent-I)38.5 A]toParaJ丘7.4

注:記草琵あJil'hEg&&年佳作棚1-

滝諾怨讐誉よ乱監当酢如全
出所: ESrJMACfO=g u pRO仇爪r10N ACRO陀l仇&J
A(MAG) 19881I989



表-3 1･ 主な家畜飼養頭数

( ●89年度)

J>

⊂)

家畜名

青首爾汝
I

主宰河手県(%)

l

･頭(羽))1位 2位3位 4位 5位

午 8,073.6 Pte.Hayes 3l.4 SanPedro 7.6(oncepcion 7.6 Parapar†…6.5 蔽nbcO, 6.1

効(舎掴) 二6,684.7 Central 19.I CaaguazB ll.2エta由

14.2'SanPedro･

10.9 Cord‖(er&…10.7 SanPedro 8.5

藤

芋類

2,305.2 AltoParar丘

Pte.H&yeS

15.9 ltapb 12.2 Ca&&u&2白 ll.8 Pte.Hayes 8.4

8.4448.8 21.l
I

caa2aPiLll;やntdテ.
10.2 nissIor僧'

.I

8.4 ConceFCi6n

局 334.I Pte.ぬyes 13.9

Jlー

10.2 9.0

二be叫垂Ii4;SanPedro■■
Jtap血 Caa2aPi;8･丁

Pte.M&yeS 43.8

I

9.8 ConceFCi6n 6.4山羊 145.9 Boqueron;9.8;1]toP&rag.
I

AeenbJCB,!3.6
I

出所: AICA F パラグアイの農業, 1985 3月
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3 . 参 料



3. 1 調査団の経歴

調査員名 経歴

松野正 1928年9月13日生

1952年北海道大学農学部農芸化学科卒業

1952-1.960年青森県農業試験場

1960-1g68年総理府北海道開発局

土木試験場

1968-1975年日本工営㈱参事

1975-1980年東京大学農学部農業工学科

非常勤講師

1白80-1987年東京農業大学総合研究所

教授

1987-現在国際航業㈱顧問

山口雅弘 1957年5月7日生

1981年3月三重大学農学部農業工学科卒業

1981.4-1986.5中央開発㈱

1986.6-1988.3㈱中央開発インターナショナル

1988.4-現在国際航業㈱

池盛孝 1958年12月27日生

1981年日本大学農獣医学部

農業工学科卒業

1981年-現在国際航業㈱
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3. 2 謝査団日程表

日敦 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 E3.7.27 土 東京 機内 RG835発19:00

2 28 日 サンパウロ サ‾ンパウロ 着05:50

3 29 月 サンパウロ ブラジリア ブラジリア RG290発18:45着21:25

4 30 火 〟 大使銀･JICA

5 31 水 ブラジリア ボトルナショナルボルけショナル VASP発10:15着11:20
トカンチス州政府打合せ

6 8.1 木 〟 現地踏査

7 2 金 〟 〟

8 3 土 ポルけショナル ブラジリア ブラジリア トカンチス州政府打合せ

VASP発16:40着17:45

9 4 日 〟 レポート作成

10 5 月 〟 関係機関打合せ

ll 6 火 ブラジリア リオ アスンシオン TR463発07:10着08:40
リオ アスンシオン RZ403発11:40着14:30

12 7 水 〟 大使館･JICA.農務省打合せ

13 8 木 〟 資料収集

14 9 金 〟 現地踏査

15 10 土 〟 〟

16 ll 日 〟 〟

17 12 月 〟 〟

18 13 火 〟 資料収集･レポート作成

19 14 水 〟 大使銀･JICA･農務省打合せ

20 15 水 アスンシオン サンパウロ 機内 JLO67/C発21:45

21 16 金 〟

22 17 土 成田 着13:30
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3. 3 面会者名簿

ブラジル

Oswaldo YaFlatO Takaki

Reiji Hashimo

Hasaji Saito

Paulo Afonso Eomano

Keijiro Hatsumtlra

Ricard Villela de Souza

Eazuhiko Shimadu

斑arcelo Teixeira de Helo

Shiger Yamasaki

賀陽 治憲

小平 均

Fumiaki Asari

Iwao Ohsawa

Shoji Nagamatsu

パラグアイ

Ronaldo E Diet.ze

Gustava Ruix Dial

Pastor Arias Pastore

宮川 弘

清水課長

Ⅲideo Ago

小嶋 進

Hinist岳rio da Agricultura e Reforma Agr孟ria

Coordena9aO de PlaneJ'amento Set?rial

HAEA

Gabinete do Hinistro Coordenadoria

de Assuntos Econ6micos

JICA ･ Braヱil office

CAHPO社 President

I)irector T岳cnico

Direetor Ad凪. Finaneeiro

Erlgr. Agr6n

Engr. Agr6nomo

Asse550r de Diretoria

Direct.or Vice-Presidente

大使銀 大使

二等書記官

Hokko do Brasil

Hinisterio de Agriculttlra y Ganaderia

Gabinete T占cnico

Departamento Teenieo

Servicio Nacional de Semilla

大使飽 二等書記官

JICA･パラグアイ事務所

専門家

パラグアイ農業総合試験場長
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3. 4 資料収集リスト

(a)ブラジル

(1) PLANO ⅣACIONAL AGRICOLA (1991) -- ブラジル農業省

(2) PROJETO TECNICO 川TEGRADO

I)E E言PLAORACAO FAZENDA I)AS

(3)地形図1:100,000

(ち)パラグアイ

(1) ANUARIO ESTAI)ISTILO DEL

PARAGUAY (1989)

(2) CUENTAS NACIONALES 1980/1989

(3) CENSO AG丘OPECUARIO 1981

(4) ESTIHACION I)E LA PRODUCCION

AGROPECtJARIA 1989-1990

Hinisterio de Agricultura y

Garaderia

(5) PLAN OPERARIVO 1991

(6) Cooperacion papa el Desarrollo

lnforme 1989

Paraguay

---

CANPO社

HI-1831

Hト1832

HI-1887

II-1888

(ALHAS)

(DIANOPOLIS)

(CONCEICAO DO NORTE)

(TAIPAS)

Presideneia de la Republiea

Seeretaria Teeniea de

Planificacion Direeeion General

de Estadistica y Censos

BANCO CENTRAL DEL PARAGUAY

XINISTERIO DE AGRICULTURA ¥

GARADERIA

Direccion de Censo y estadistias

Agropeeuaria5

HAG

Servicio de Extension Agricola

Ganadera

UNDP
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3 . 5 現地提出報告書

1

.ブ
ラ ジ ル 国 農務農地改革省

2
.パラグアイ国

農牧省



pR丘- PROJETO DE IMPLANTAGÅo DE FAZENDA MODELO DA

AGRICULTURA IRRIGADA PARA COMPROVAgÅo DA VIABILII)AI)E.

′

RESUMO DE PESOUISAS BASICAS REALIZADAS NOB ESTADOS DE

TOCANTINS (REGlÅo I)E TAIPAS) E BAⅡIA (REGIÅo DE BARREIRAS).

AGOSTO DE 1.991.

ADCA - AGRICULTURAL DEVELOPMENT CONSUIJTANT ASSOCIATION.

KOKUSAlKOGYO CO.,I LTD. Consulting Engineers & Surveyors.



1. 圭些:E墨金型旦⊆垂旦

Esta pesquisa faz parte integrante do progrma daAl)CA - Agricultural

Development ConsultantAssociation, de T6qulO, Japao, para procura de

novos projetos agricolas
no exterior para o presente exercicio de l･991･

Com esse proposito realizamos as pesquisas mos estados de TOCANTTNS

(regi豆ode Taipas) e BAHIA (regiao de Barreiras) no periodo de 28 de jtllho

a 05 de agosto de i.991 e apresentamos o presente relat6rio resumido.

Com vista a elabora9aO de pr6
I

PrOjeto
de Fazenda Modilo,

dados sobre as condi96es naturais dessas duas reglOeS das
● ■■

1igadas a agricultura irrigada e pesqulSaS ''in loco” realizadas.

nessas informa96es efetuamos os estudos para apresenta9aO de

coletamos os

institui96es

E com base

pre
-

projeto
′

ao governo JaPOneS Para Obten9aO de cooperacao t6cnico - financeiro na sua

implantaG色o.

0 presente resumo de relat6rio precede a
o
/

Relat6rio Final que sera

elaborado e apresentado posteriormQnte.

Esperamos que apos apresentacao do Relat6rio Final o governo JaPOneS

determine a elaboracao de projeto, cqa
implanta9aO Venha a benerlCiara

agricultura irrigada do pals.

Apresentamos os nossos sinceros agradecimentos as instituic6es do governo

brasileiro, Embaixado do Jap色o, representacao da JICA em Brasiilia e a

CAMPO pelo inestimavel apolO Para a realizaぢaO deste trabalho.

Agosb de 1.991

Missao de PesqulSaS do Desenvolvimento

Agrpicola da ADCA.

TADASHI MATSUNO - Chefe da Missao.

MASAIIIRO YAMAGUCEI - Especialista

em lrriga9aO.

MORITAKE KE I Coordenador.



2. OBJETIVOS

A agrlCultura ocupa prncIPal posICaO n? -eCOnOmia
brasileira, e os

agricultores estao classificados em 3 categorias: pequena, media e grande･

Ascondie6es naturais varia皿muito do extremo -

sul ao早Xtrem?
-

nOrte do

pais･ Portanto, o sitema de produ9aO agricola apresenta diferencla9aO entre

norte e sul, o que dificulta definir a agricultura brasileira em poucas

palavras･AsprlnCIPalS Culturas saoけcoⅡ皿Odities〃 e sua produGaO Ve血

variando de ano para o ano･

A agricultura brasileira ainda na stla maioria '6 composta delavoura

extensiva diferenciando do sudoeste asiatico onde a cultura 6 intensiva.

Isto ten estreita rela9aO con a glganteSCa eXtenS色o territorialdo Brasil･

Quanto a vantagem ou nao de grandes lavouras de cultura extensiva‾por6m

de baixa produtividade em rela9aO aS PequenaS lavouras de uso intensivo e

de grande produtividae, nao nos permite tirar conclus6es precipitadas,

ainda mais quando se trata de produ9aO de graos.

De outor lado nos parece que a agricultura do Centro1 0este 6 incipiente

no uso racional derecursos hidricos, mag isto se deve, em grande parte, a

ocupaGaO de grandes areas ate recente data, pela pectlaria extensiva･ Com

a introdu9aO de diversificaGaO de culturas esse sistema vem sofrando

transformacao, prlnCipalmente na agricultura de m6dio porte･Asbaixas

cota96es de praos dos dltimos anos vem inviabilizando economicamente os

agricultores caso estes continuem dependendo apenas de cultura de verao.

Nas
regi6es de cerrados exite tamb6p

a ocorrencia de veranico que causa

grande quebra na safra, fazendo com que os agricultores voltem para o

apro
-

veitamento de recursos hidricos

6 facilmente demonstrado pelo grande

ou estao optando pela implanta9aO de

vazao de prlnCIPalS rios da reglaO, aS

para aumento de produtividade, 可ue

n血mero de propriedades 可ue optaram

piv6 central. Quanto a medi9aO de

estatais de energla e16trica de cada

estado vem procedendo regularmente. Os dados assim obtidos nos mostram

que mesmo no periodo de va2:ante eXistem nesses rios bom volume d.agua.

Asusinas hidreeletricas e irrlganteS eStaO nO total interdepend色ncia, e o

uso racional d'agua sbmente trara beneficio a ambos.

Neste trabalho foram pesquisadas as vaz6es dos rios a cabeceira dos Rios

Tocantins e Sao Francisco e pudemos constatar que mesmo no periodo de

seca sao abundantes em agua o que permitem utiliza9aO na等 lavouras.



Quanto ao sistema de irrigacao, constatamos a utilizasao de piv6 central

em todas reglOeS PeSquisadas.

●
Jヽ

Ao nosso entender existem algumas desvantagens em utili2;a9色o de PIVO

central, tais como: 1imita9aO na area irrigada For cada unidade e seu

custo de implanta9aO muito elevado. N色o pudemos detectar a posi9豆o do

piv6 central em relaeao a outros sistemas de irriga9aO adotados na

agricultura brasileira･ I)evemos,
.

no

.entanto,
observar que caSo os

agricultores caminhem pela ado9aO do sistema de PIVO Central, devido ao
● ▲

alto Gusto de implantaぢaO, dever色o introduzir novas culturas altamente

rentavis em substitui9色o as tradicionais.

Para assegurarestabilidade continua dos m6dios produtores, acreditamos

ser necessario estudara introdu9aO de n色o samente do PIVO COntralmas
●

▲

outros sistemas adequados as culturas, para permitir a imga9aO Superior a

100 ha, na dimensao que os agricultores encontrem economicidade.

Havera, tamb6m, a necessidade de introdu2:ir novas c111turas rentaveis e

rever o sistema de plantio. Embora para o sucesso de agricultura intensiva

deva existir

irrlgaCaO e

Doravante a

para o alto

irrlga9aO a

implantas ao

alta produtividade por unidade, a adequa9aO do sistema de

introduGaO de novas culturas sao fatores imprescindiveis.

agricultura devera se orientar para baixo investimento e nao

investimento. Nao podemos esquecer que na implanta9aO de

tecnica adotada para culturas irrigadas e o custo de

sao dois fatores interdependetes.

Considerando os aspectos acima, iremos apontar ･alguns problemas

detetados para encontrar adquabilidade ao irrlgante COmO USO raCional

d-agua, sistema de irrlgaGaO, e teSte de cultura atrav6s de Fazenda

Mod色1o.

SUGESTOES

Tendo em vista o curio periodo de pesqulSaS ”in loco''n色o pudemos obter

resultados satisfat6rios, maS com referencia as cabeceiras dos rios

Palmeiras e das Femeas, anuentes respectivamente de Tocantins e Sao

Francisco forampesqulSaS ”in loco” e foi constatada a possibilidade de

implantaeao de Fazenda Modelo. 0 presente relat6rio foi elaborado tendo

como base a pesqulSa ”in loco” realizada nas mesmas reglOeS entre 31 de

julho e 3 de agosto. Sobre os projetos de irriga9色o existentes e a serem

implantados nos cerrados podemos oplnar COmO Segue:

a) Pesquisas sobre viabilidade de agrictlltura irrigada.

1) Trabalho no campo com cronograma de atividades ( em an6Ⅹo).



2) Justificar o m6rito da irrlgaSaO.

indice pluviom6trico das areas pr6
-

selecionadas no Estado de Tocantins

(media mensal):

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 T

P.Nacional 274 229 273 150 36 1 2 3 35 142 233 284 16

Taguatinga 282 244 265 132 20 0 2 2 30 113 251 330 16

Fonte: MARA(periodo: 1.931 a 1.960, m6dida de30 anos)

Entre os m6ritos da irriga9aO -POdemos citar os seguintes: a) permitir a

cultura nos meses secos de maio a agosto, inviavel sem a irriga9aO; b)

mesmo na 6poca de chuva se ocorrer a falta de chuva poder丘complementa-

1a assegllrando a produtividade. Somados a esses m6ritos existem outras

vantagens como: otimiza9aO do uso do solo e melhores pre90S aOS PrOdutos

obtidos no periodo de seca.

4) 鎚
Embora no Centro - Oeste a introdu9aO de irrlga9aO

eSteja avan9ando em

ritimo acelerado nos hltimos 3 anos,ainda o prlnCipal m6todo de cultura

de gr魚os consiste em sequeiro com utili2:a9aO de maqulnaS. Constatamos

que o piv∂ ceヱ1trali largamezlte utilizado. Visitamos em S畠o Desid6rio - BA

o sistema de irrigaGaO For graVidade implantado pela CODEVASF

atendento centenas de propriedades de 21 ha cada com area irrigada de

aproximadamente 5 ba cada propriedade. No total esse sistema irrlga 1.800

ha･ 0 sistema funciona perfeitamente tendo como administradora uma

cooperativa fundada pelos irrlganteS, ma§ COnStatamOS que n色o estava

sendo aproveitado pelos irrlganteS tOda potencialidade existente.

VerirlCam0S na reglaO eXistencia de aproveitamente da chuva represeda
● ._

para ri2:icultura irrigada.

5) VAZÅo DOS RIOS E SEU APROVEITAMENTO

Basicamente a vazao dos rios 6 medida pelos orgaos federal ou estadual. 0

org色o estadual encarrega
- se de examinar o projeto do irrlgante Para

concessao dos direitos do uso d'まgua dos rios. Realizamos a medic豆o de

vazao de diversos cursos d'agua, e sendo o m由de agosto o PICO do periodo

de seca essa medi9aO POdera ser considerada comofluxo has ”baseflow''.

Para o estudo de aproveitamento d一色gua durante o ano todo, dever丘ser

consultados os dados existentes nos org色os estadtlais. Osfluxos base no



periodo da seca de do主s rios sao como segue ( os pontos de medi9aO eStaO

no an6Ⅹo):

Rio Palmeiras 30m3/Beg.. (vol. p/km2
= 7,0 1/seg/km2)

Rio das Femeas 35m3/seg (vol.pkn2 = 6,5 1/seg/km2)

Devemos levar em considera9aO Para implantas色o da Fazenda Modelo os

seguintes fatores: o desenvolvimento e
projetos existentes

ao JuSante dos

rios, volume de agua permanente e diretos de uso. Na realidade como nao

psssa dos 30 %, podemos estlmarpara cada rio o uso de 103/seg･

6 ) 些幽些;

a) piv8 central;

b) aspercao fixa e novel; e

c) irrlga9aO POT graVidade entre sulcos.

Deve - se estudar o sistema de bombeamento

necessario, para adequar t6cnica e conomicidade ao

e represeamento, Se

tamanho do irrigante.

7 ) ⊆!些

Comparando
_os

do主s estados pesquisados, Tocantins e Babia, inegavelmente

o estado da Bahia esta mais desenvolvido que Tocantins. Como condi96es

naturais podemos citar que o indice pluviom6trico da
regiao

de Porto

Nacional (TO) esta entre 1.400 Ⅱ皿a 1.600 ⅠIlm, e Barreiras (BA) entre

l･000mm a 1.200 mm. e o solo com predominancia de latossolo. 打as

reglOeS PeSquisadas constatamos a. existencia de latifundios e mimi- fundios,
● ′-

sendo suas culturas principals, arrOZ de sequeiro, soja e feijao. Nas areas

irrigadas predomina a cultura de feijao. Como novas culturas irrigadas

foram constatadas o algodao, milho, melancia e tomate indutrial por6m

ainda em pequena escala.

O sistema de irrigaぢaO POT gravidade de SAD I)esidoro n畠o foュ possjvel

pesqulSar em PrOfundidade por escasse2; de tempo, por6m soubemos que os

proprietarios atendidos pelo sistema nao estavam satisfeitos com a receita

da lavoura que mal dava para cobrir as despesas.

Acreditamos que entre os segmentos de produtores o I甲is importante 6 o

de m6dio porte. Para forma9aO desse segmento central sera necessario

investir no treinamento e introdusao de■novas culturas･

8 ) SUMARIO

Para o bom desempenho da agricultura irrigada sera necessario adotar'o

uso racional de recursos bidricos.

A vazao d-agua do Rio Palmeiras (TO) 6 de 30 m3 /seg e sTla bacia abrange

tlma丘rea de 4.000 km2. e a do Rio das F占mea$ 6 de 35m3/beg co皿bacla de

5.400 km2.



Portanto para a implanta9aO da Fazenda Modelo as vaz6es dos doisrios sao

mais que suficientes. Como consta no an6Ⅹo pode
- se estudar .o

aproveitamento d'agua com construGaO de reservat6rios.

Os 3 m6todosede irriga9aO S6a: a) For piv6 central; b) pdr asper9aO
fixa ou

m6ovel e c) For gravidade entre sulcos.

Com os metodos b) e c) dependendo
da bpogra丘a e especie de cultura占

possivel irrigar de 200 a 400 ha com investlmento
de custo baixo･ Caso

opte pela irrlga9aO For graVidade com cultura dearro2: haver丘possibilidade

de trazer do Japao novas tecnologias desenvolvidas no setor. A cultura de

arroz pela inunda9aO ten a Vantagem de nao agredir o meioambiente.

Para a implanta9aO da Fa2;enda Modelo sera necessariauna area Superior

a 1.000 ha nas proximidades de rios.

A Fazenda Modelo a16m de avaliar a viabilidade t6cnica das culturas

irrigadas dever畠avaliar tamb6m a viabilidade ec6n6mica, sem o que perde

o seu objetivo. I)evera tamb6m proceder buscas constantes para obten9aO

de resultados maximos com ominimo de investimento procurando melhorar

a produtividade a introdu9aO de novas culturas com aceita申o
no mercado.

● ■■

A implanta9aO da Fazenda trara beneficio a toda agricultura da reglaO

prlnCipalmente aos m6dios produtores que receberao toda orienta9aO para

boa conduGaO da sua propriedade.

Para

1

2

3

4

5

6

7

8

a elabora9aO do projeto devera efetuar seguintes pesqulSaS:

medi9aO da vazao dos rios;

pesquisa de recursos naturais (solo: qualidade e topografia)

mapeamento topografico (escala 2.000: 1)

estudo de localizacao de acude ou represa;

estudos sobre culturas preconizadas;

pesqulSa de mercado e da comercializaGaO;

estudo sobre o sistema administrativo da Fazenda; e

apontar as vantagens da Fazenda Modelo e stla aValiac色o economica.

Para operaf:ionalizaGaO da Fazenda Mod81o havera necessidade de contratar

uma equlPe de especialistas. A equlPe Sera mixta nlPO
- bra -

Sileira para

facilitar posterior extensao aos agricultores da reglaO.
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INTRODUCCION

La Asociaci(i皿

Identificaci6n

LTD. (ⅩⅩC),

de Consultores para Desarrollo Agricola del Jap6n envi6 una Misi6n de

de Proyectos a trav6s tiaves de sTl
･apSOCiada

EOKUSAI KOGYO CO.,

de 6 a 14 de agosto de 1991. Durante estos dias se realizamos
discusiones con

reconocimienb

desarrollo del

Neembucd que

Paraguay.

1as autoridades concernientes, recolecci6n de datos e informaciones y

de are del Proyecto. EI proyecto se refiere a la posibilidad de

cultivo mecanizado del arroz en los I)epartamentos de Misiones y

est6n ubicados en la 2:Ona Suroesta de la Regi6n Oriental del

En la reuni6n inicialcon las autoridades del Ministerio de Agricultura y Ganaderia

del Paraguay, 1a Misi6n se inform6 del deseo de este Ministerio en impulsar el

cultivo mecanizado del arroz en las tierras bajas de la zona suroeste de la Regi6n
Oriental･ Respondiendo a estaL inquietud, se exploraron las posibilidades de realizar
un Plan Maestro y una Finca Modelo.

Las tierras bajas del area objetivo requleren trabajos de drenaJe. y Se tuVO en

consideraci6n el hecho de que en el caso de tener el arroz como la base de desarrollo,

se podrian utilizar suficientemente la tecnologia JaPOneSa en materia de arroz bajo
rlegO･

La Misi6n ADCA agradece al Ministerio de Agricultura y Ganaderia, la Embajada
del Jap6n y la Agencia de Cooperaci6n Internacional del Japon (JICA) por la

colaboraci6n prestada para llevar a feliz t6rmino esta. misi6n de estudio.

Agosto 1991

F.少/ム去～_

Tadaslli Matsuno

Jefe Misi6n ADCA



ANTECEDENTES Y OBJETrvOS

1) Sector Agricola

La composici6n del Producto Interno Bruto en 1982 fue de 30 % para el sector

prlmario, 23% para el sector secundario y 47% para el sector terciario.

La utilizaci6n de la tierra durante el qulnquenio 1985 - 1989 indica un aumento de

551,100 ha en cultivos anuales y permanentes, un aumento de 2,004,400 ha en

pasturas, y una disminuci6n de 2,685,900 ha en areas boscosas. La superficie bajo

cultivo aument6 de1 4.4% del totalde la superficie del pals en 1979 a 10.8% en 1989.

El aumento de la告 superficies y vol血nenes de producci6n de lo告 diferentes cultivos

entre las cosechas de1 87/88 y e1 88/89 fueron respectivamente para la sqa e1 ll.2% y

el 14･7%, algod6n 8.9% y 16.0% trigo 19.9% y 35.6%. El mayor aumento de la

producci6n en el algod6n y trigo, en comparacion al aumento de la superficie

cultivada reneja
la告 meJOraS en las t6cnicas de producci6n y el uso de‾ variedades

meJOradas.

Las producciones de algod6n y soJa Se destinan a la exportaci6n,mientras que la

produci6n de trigo se destina al consumo interno.

Las exportaciones de 1990 indican 307 millones de d61ares para el algod6n,

millones de d61ares para la soJa, 121millones de dolares para productos de carne,

millones de d61ares p?ra madera･ Estos cuatro productos comprenden la mayoria
ユas exportaciones.

383
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de

La producci6n ganadera,-excepto la carne, entre lo§ a血os 1979 y 1987 aument6 2.1

veces en lecberia, 2.1 veces e皿huevos, 1.7 veces en lama, 2.7 veces en miel. El

producto nacional bruto aument∂ 16% entre 1986 y 1989, paSando de 3,547 millones
de d61ares a 4,115 millones de d61ares.

La poblaci6n ocupada en el sector agricola ascendi6 a 600,434 personas, repreSentando

e1 44.9% de la poblaci6n econ6micamente activa.

De acuerdo al Censo Agricolade 1981, el O･3% de las explotaciones QOntrOla e1 63%

de la super丘cie de las explotaciones, mientras 可ue e1 40% de l乱s explotaciones poseen

menos del 1 ha o son agricultores sin tierra. Se considera que el n血mero de

explotaciones peque丘as y agricultores sin tierra est丘en aumento.

Ante esta situaci6n, el Ministerio de Agricultura en 1989 estableci6 lo告 slguientes

aspectos como puntos priorltarios.I

1) Asentamiento de familias campeSinas sin tierra

2) Diversificaci6n de cultivo$

3) Proteccion ambienta1

4) Fortalecimiento de grupos campesinos y cooperativas



SITUACION DEL AREA I)EL PROYECTO

Las superficies de lo§ Departamentos de Misiones y村eembuc血son 17,835kn2 y

13,868 km2, respectivamente, representando e1 4･4% y 3･4% de la superficie total del

pals que abarca 406,752kn2.

La poblaci6n de acuerdo al Censo de Poblaci6n de 1982 rue de 77,475 habitantes en

el Departamento de Misiones y 70,338 habitantes en el Departamento de村eembucd,

representando e1 2.6% y 2.3% de los 3,029,830 habitantes del pals/ La estlmaci6n de

la poblaci6n para 1992 ascienden a 99,877 habitantes para el Departanento de

Misiones y 64,060 habitantes para el Departamento de舟eembucB, repreSentando

ambos Departamentos en
conjunto e1

4.1% de los 4,519,327 habitantes estinados para

el pals.

La densidad de poblaci6n de acuerdo al Censo de Poblaci6n de 1982 rue de 9.9

habitantes pot km2 para el Departamento de Misiones y 5･1 habitantes porkn2 par&

el Departamento de村eembuc血, mientras que la densidad poblacionalestimada de

1992 son de 12･7 habitantes For km2 y 6･O habitante spor km2, respectivamente,
Estas cifras indican que el Departamento de Misiones super6 el promedio nacional de

7･4 habitantes por km2 en 1982 y ll･1 habitantes por km2 en 1992,mientras que la

densidad poblacional del Departamento de舟eembucd es inferior a la media del pals.

EI clima esta caracterizado por una temperatura media anual de 21oC, una

precipitaci6n media anual de 1,500mm, insolaci6n media anual de 2,400 horas,

heladas de 6 dias en promedio For afio, variacion de temperatura mensual de lュo a

16oC, correspondiendo en conjunto a un tipo de clima subtropical continental.

⊥os suelos predominantes son el Regosol, Planosol, Gleisol 可ue son suelos apropiados

para el cultivo de arroz bajo rlegO.

En el
'area del proyecto se encuentran muchas corrientes de agua tales como el

Arroyo FTeembuc血y el Arroyo Yabebyry, pero no se disponen de datos sobre la告

caracteristicas hidroldgicas de estos arroyos. Ademas, lo§ grandes rios Parana y

Paraguay corren por el sur del Departamento de Misiones y por el Oeste del

Departamento de村eembuc丘, respectivamente.

La topografia es relativamenta plana, encontrandose grandes丘reas que permanecen

inundadas aun en epoca de segula, y Se eStima que el nivel de agua subterranea es

alta aun en areas no inundadas.

Los vol丘menes de producci6n y las proporciones respectivas en relaci6n con la

producci6n total del pals en 1981 fuerch log slguientes;
Departamento de Misiones:algod6n 12,426 ton (4%), soja 3,032 ton (0.3%), erroz
4,293 ton (9%), maiz 12,885 ton (3%), trigo I,704 to (2.5%), ganado vacuno 410,790

cabazas (6･3%); y I)epartamento de村eembucu: aigod6n 8,734 ton (3%), soja
3. ton

arroz 1,803 ton (4%), maiz 9,284 ton (6.2%), trigo 1 ton, ganado vacuno 297,747

cabezas (6.2%).



Sin ambargo, en 1989 en al Departamento de Misiones la producci6n del arroz bajo

riego aument6 a 64,437 ton (19% del total del pals),mientras que las producciones
de
soja
disminuyeron en 17,407 ton, y las de trigo en 570 ton.

Las proporcioLleS deユos diferezlteS tipos de genado cozl reSPeCtOaltotal del pals eZ1

1989 fueron los slguientes:
Departamento de Misiones: ganado vacuno 6.1%, ovino 8.4% equlnO 7.3%, caprlnO

0.9%.

Departamento de舟eembuc血: ganado vacuno 6.1%, ovino 10.2%, equlnO 10.2%,

caprlnO 3.6%.

Las cifras anteriores indican la importancia de la ganaderia en esta 2:One.

El tamafLO de la§ explotaciones en el Departamento de Misiones indica que aquellas

menores de 20 ha comprenden e1 68.2% dell total del n血ero de TlnCaS PerO abarcan

s61o e1 2･74% de la superficie de la告 explotaciones･ Por otra parte, 1as explot8Ciones
con superrlCies mayores de 2,500 ha comprenden el l･6%･ del n血mero de fincas pero

abarcar e1 54･6% de la super丘cie de l乱s explotaciones･

Similarmente, en el Departamento de村eembucd, 1as

ha comprenden e1 66･4% del n血mero de fincas peru

superrlCie total de las explotaciones. Por otra parte,

2,500 ha comprenden el 1.35% del n血nero de f王ncas

superrlCie total de las explotacio-nes.

explotaciones menores de 20

abarcan solo e1 4.84% de la

la告 explotaciones mayores de

per° abaⅣan e1 44.6% de la

Si se considera el total del pais, l乱s explotaciones mayores de 2,500 ha comprenden

el O･5% del n血nero de fincas pero abarcan e1 78% de la superficie de las

explotaciones. Se considera que estas explotaciones se basan fundarhentalmente en la

ganaderia.

El area del proyecto se caracteriza por la presencia de grandes explotaciones mayores

de 2,500 ha y de pequefias explotaciones.



CONCLUSIONES

Dentro del area del provecto, JICA realir6 en 1985 un estudio sobre el desarrollo

agricola integral del area adyac6nte a la represa･ de Yacy Ret丘cubriendo 152,300 ha

en lo§ Departamentos de ltap血a y Misiones, teniendo como objetivo el desarrollo del

cultivo del arroz mecanizado. EI citado estudio tuvo como objetivo
lasfincas de 25 a

50 ba y resul仙en una bass interna de retorno de 15.7% al considerarse solamente el

rlegO y dreLlaje,mientras quefue de1 15.3%alizICluirse las izldustrias &gricolas, El

estudio recomend6 1a eJaCuCi6n de una finca nodelo de I,000 ha para el cultivo

mecanizado del arroz bajo rlegO.

La presente Misi6n incluye como area
objetivo de estudio una parte delarea del

estudio arriba mencionado, es decir, una parte del Departamento de Misiones. El

area total del presente proyecto serial de unos 20,000 km℡ eomprendiendo los

Departamentos de Misiones y Neembucd, area sobre el cual seria eJeCutado un Plen

Maestro･ En ambos Departamentos predomina la actividad ganadera, pero la

presencia de grandes areas de tierras bajes requlere el meJOramiento de la告 tierras.

Estas meJOr aS COnSistentes en infraestructuras de rlegOS y drenaJeS Permitirian el

cultivo del arroz y otros cultivos en rotaci6n, de tal maneraque se puedan obtener

dos cosechas o mÅs por afLO, POSibilitando asi la diversificaci6n de cultivos.

Ademas, esta Misi6n recomienda el establecimiento de una finca modelo de 1,000 ha

como un sitio de demostraci6n de agrlCultura moderna mecanizada, t6cnica de

producci6n de arroz, manejo y operaci6n de agua para riego. Se considera que el

Jap6n posee la tecnologia mas avanzada en los aspectos arriba mencionados, y se

estima que
la
cooperaci6n necesaria para cubrir esas necesidades estara a plena

disposici6n del Paraguay. La fiLICa 皿Odelo servir丘 para establecer la viabjlidad

econ6mica de las fincas de 25 a 50 ha.

El avance de este proyecto dependera de la disponibilidad de tierras fiscales en donde

podrian establecerse los asentaminetos campeSinos.



COMPONENTES I)EL ESTUI)IO

1) Condiciones naturales

a) Clime, bidrologia

b) Suelo, geologia, topografia, vegetaci6n

c)
AerofotografTla (escala 1/20,000)

d) Riego y drenaJe

2) Agricultura, economia agricola

a) Mercadeo

b) Administraci6n rural

c)
d)

Industria agricola

Producci6n presente y futura

e)
Mecanizaci6n agricola

3) Otros

a)
Infhestructura (agua potable, caminos)

b) Protecci(in ambiental

c)
Evaluaci6n del proyecto

En caso de ejecutarse
la finca modelo, serian necesarios los slguientes estudios:

a)

b)

c)
d)

Estudio detallado de rlegO y drenaJe

Consolidaci6n de tierra, incluyendo infraestrucura

Selecci(i皿de cultivos

Selecci6n de maqulnarias apropiadas


	表紙
	序文
	現地写真
	目次
	1．ブラジル国　トカンチンス州、バイア州農業開発実証試験計画
	ブラジル国の一般概況
	1．1　プロジェクトの背景
	1．2　トカンチンス州の概況
	1．3　バイア州の概況
	1．4　総括

	2．パラグアイ国　ミシオネス州、ニェンブク州地域開発計画
	パラグアイ国の一般概況
	2．1　プロジェクトの背景
	2．2　農業概況
	2．3　対象地域の概況
	2．4　総括

	3．参考資料
	3．1　調査団の経歴
	3．2　調査日程表
	3．3　面会者名簿
	3．4　収集資料リスト
	3．5　提出報告書
	・ブラジル（原文）
	・パラグアイ（原文）





